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総説・解説

中国乾燥地域における畜牧生産の現状と課題

大久保 正 彦(北海道大学農学部名誉教授)

はじめに

2008年9月、中国において人体に有害なメラミ

ン混入粉乳が生産、販売されていたことが報じら

れた。乳幼児を中心とした被害状況とともに明ら

かにされた中国における酪農生産の実態に多くの

人達が驚かされた。近年、多くの食品を中国に依

存してきた日本ではあるが、その

なく、畜牧生産についてもその動向を的確に把握

しにくいが、表 11 -3)に示した家畜飼養頭数およ

び生産量から、その概要は把握できる。ひとこと

で言うなら、中国は世界有数の畜牧国であり、経

済全体の発展とあいまって畜牧生産も急速に発展

しているといえる。

安全性をめぐる問題が発生するた 表1 家畜飼養頭数および畜産物生産量(万頭、万 t)

び、驚き、そして中国パッシング 19相
家畜飼養頭数

1980 1985 1990 2000 2006 1995 

がなされてきた。しかし、中国の 牛うち黄牛

乳牛
農業、畜牧(日本で“畜産"とい 水牛

われるものを、中国では“畜牧"

というのが一般的なので、以下“畜

牧"と称する)生産の実態につい

て、我々はあまり正確に知らない。

日本での情報は限定されているし、

往々にして偏った情報であるから

である。

筆者は1989年から頻繁に中国

を訪問し、畜牧生産に関する共同

調査・研究や技術指導を行ってき

た。たんに家畜の飼養管理技術と

馬
口J、
ラ1¥
ラクダ
豚
羊

うちめん羊
山羊

家禽

畜産物生産量
肉総量
豚肉
牛肉
羊肉
家禽肉

乳類
牛乳

めん羊毛
山羊毛

盟

いう限定されたものではなく、環境問題、貧困問

題もふくめた幅広いものであった。 2004年から2

年半は新彊ウイグル自治区に滞在し、JICA専門家

として草原の砂漠化防止と畜牧生産および牧民の

生活改善に取組んできた。こうした経験や入手し

た多くの情報をもとに、中国、とくに乾燥地域に

おける畜牧生産の現状と課題について紹介する。

4，394 
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877 
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29，032 
13，316 
15，717 

464，113 
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4，031 
533 
274 

1，208 
919 
827 
29 
3 

2.243 

13，944 
9，864 
1，363 
2，168 
719 
731 
345 
27 

49，441 
36，897 
17，196 
19，700 

536，500 

7，743 
5，011 
711 
435 

1，464 
2.865 
2，753 

39 
4 

2.879 

2006年末の飼養頭数で見ると、牛が約2億頭、

豚が約5億頭、羊が3.7億頭に達し、世界1，2位を

争う位置にある。牛の内訳をみると最近乳牛(ホ

ルスタインなど乳用種およびその雑種もふくむ)

の増加が著しいが、役用に使われてきた黄牛が依

然として70%以上を占め、水牛も乳牛より多い。

肉専用種や牛肉生産の目的で飼養されている牛も

増加しつつあるが、統計に肉牛として示されるま

1 .中固における畜牧生産の動向 でには至っていない。一方で、中国は以前から世界

中国は広大な国であり、日本とは社会制度も異 最大の養豚固といわれており、豚は現在も最も重

なるため、各分野の統計を入手するのが容易で、は 要な家畜ではあるが、その飼養頭数の増加は鈍化
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中国乾燥地域における畜牧生産の現状と課題

している。羊にはめん羊と山羊がふくまれ、山羊 “現代畜牧業"への転換を求めている。ここでい

のほうが若干多い。家禽では、鶏以外にアヒルな う“伝統的畜牧業"とは、農区(気象条件などか

ど水禽類も多い。 ら作物生産が主体の地域をいう)における小規模

生産物量でみると、豚肉が約5，000万tで世界生 な家畜飼養や牧区(後述の作物生産に不適な乾燥

産量の49%を占めているが、最近は増加が鈍化し 地域で、蓄牧生産が主体の地域)における天然草

ており、 2007年には前年を下回っている。一方、 地などに依拠した遊牧、半遊牧を指している。“現

家禽肉、牛肉、羊肉の生産増加は近年著しい。牛 代畜牧業"|については、科学化、大規模化、産業

乳生産は最近10年で4倍に増加するという急速な 化などの用語がしばしば用いられるが、その内容

発展を遂げている。なお乳類には、牛乳以外に水 は必ずしも明確で、はないと筆者は考える。 また

牛乳がふくまれる。 具体的対策としては家畜家禽優良品種繁殖育成シ

畜牧生産の基礎になる草地、飼料作物生産など ステムの整備、牧草・飼料生産システムの確立、

については後述するが、配合飼料など濃厚飼料生 動物伝染病防御システムの強化、畜産物品質安全

産も量的、質的に発展してきており、 2006年の飼 監督管理句強化などをあげており、それらが中国

料工業による生産量は1.1億t以上に達している。 畜牧生産のかかえる重要な課題であることを示唆

中国畜牧業年鑑200川よると、 2006年の全体 している。?008年9月にメラミン混入粉乳事件が表

的な状況について、①生産増加の傾向は持続、② 面化し、それがたんに一部関係者の不法、不正な

政策および資金面からの支援強化、③農民の畜牧 行為によるものでなく、中国畜牧のかかえる深刻

生産からの収入は前年並み、④畜牧生産方式の転 な矛盾に起因するものであることが中圏内でも指

換が加速、⑤生産の地域特化が進行、⑥飼料の検 摘されている。

査監督の強化、⑦草原生態保護・人工草地造成の 長期的にみれば中国畜牧生産は今後も発展を

強化の7)点をあげ、主要問題として①主要畜産物価 続けていくであろう。しかし、同時に克服しなけ

格の低迷、②畜産物品質安全問題の発生、③飼料 ればいけ泣い課題、矛盾も山積しており、決して

原料価格の上昇をあげている。飼料、肥料など農 その前途が平坦で、あるとはいえない。

業資材の価格上昇により、生産の縮小に追い込ま | 

れる農家が拡大し、また様々な畜産物品質安全問

題の発生による影響も現れている。

中国政府は畜牧業を今後、重視すべき分野とし

て位置づけており、 2006年畜牧法、 2007年国務院

「畜牧業の持続的かっ健全な発展に関する意見J4)、

同「酪農業の持続的かつ健全な発展に関する意見」

5)、2008年動物防疫法など重要な法律の制定や政

策提言を行っている。「畜牧業の持続的かつ健全な

発展に関する意見」においては、中国畜牧業に内

在する問題として、①生産方式の遅れ、②産業構

造・配置の不合理性、③紅織化の低さ、④市場競

争力の弱さ、⑤支援体制の不完全さ、⑥リスク回

避・対応能力の低さをあげ、“伝統的畜牧業"から

2.乾燥地域における畜牧生産の役割、動向

広大な中国は、その自然条件も多様であり、年

間降雨量も10mm以下から4000mm以上までとき

わめて幅広い。前述のように、中国ではその自然

条件と土地利用の状況から、農区、牧区およびそ

の中間の半農半牧区という分類が用いられる。農

区は年間降雨量500mm以上で、作物生産に適して

いる地域マ、東北地方から南部にかけての省区が

該当する。:牧区は海洋から遠く離れた内陸の北東

から北西化かけての地域で、年間降雨量は100"-'

250mm程度が一般的で、 400mm程度のところも

ある。作物生産には不適で、天然草原が広く分布

している。農区と牧区の中間地域が半農半牧区と

北海道家畜管理研究会報，第44号， 2009年 一 2-
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いわれており、やはり基本的に作物生産には不適

な地域といわれている。これらの区分により行政

地域が指定されており、牧区県旗(内蒙古では県

に相当する行政区が“旗"といわれている)は内

蒙古、新彊、寧夏、西蔵、青海、甘粛、四川、黒

龍江、吉林の 9省区120県旗、半農半牧区県旗は前

者の省区に遼寧、河北、山西3省を加えた12省区144

県旗におよぶ。本報告ではこの牧区、半農半牧区

を合わせた地域を乾燥地域として検討する。

中国の草地総面積は4.4億ha以上で、オースト

ラリアについで、世界第2位であり、国土面積の41%

を占め、森林の2.5倍、耕地の3.2倍に相当する。

省区毎にみると、西蔵が最も多く、以下内蒙古、

新彊、青海、四川、甘粛で、この 6省区で全体の

75%を占めている。このうち牧区、半農半牧区県

の草地は2.5億ha、全体の56%を占めている1，6，7)。

草地といってもその90%以上が天然草地で、生

産力はきわめて低く、荒漢といわれる砂漠に近い

ものまでふくまれる。こうした地域の主要産業は

めん羊、山羊、牛、馬、ラクダなど草食家畜を主

体にした畜牧業であり、数千年前から続けられて

いる遊牧、あるいは定住、半定住の畜牧生産の形

がとられてきた。その主な担い手はカザフ族、モ

ンゴル族、チベット族など少数民族である。遊牧

は、生産力は低いが、広く分布する草資源を持続

的に利用し、衣食住全ての生活資材をそこから獲

得する生産システムとして合理性をもっていた8)。

しかし1949年新中国成立以降、中国全体の人口

の増加、経済の発展は、この乾燥地域にも直接、

間接の影響をもたらし、家畜頭数の増加による過

放牧や条件を無視した無理な耕地の造成などによ

り天然草地の荒廃が進んでいる。 2006年現在、牧

区、半農半牧区には322万戸の牧戸があり、牧業人

口1653万人、牛2582万頭、めん山羊l億2871万頭な

どが飼養されている。全国飼養頭数に対して牛は

19%、めん山羊は35%を占めており、中国におけ

る畜牧生産の重要な一部を担っている 1)。生産水

準、技術水準は相対的に低いが、乾燥地域の草地

資源を利用した持続的な畜牧生産は今後も重要な

役割をもっと考えられ、時代の変化に即応した新

たな生産システムが模索されている。

3.乾燥地域における畜牧生産の課題

1 )天然草地生態系保全と活用

乾燥地域の草地生態系はもともと脆弱な生態系

であり、表2に示すように1980年代の調査でも荒漠

草原や高寒草原では 1ha当り生草生産量が

1500kg以下で、被度も40%以下であり、荒漠の生

産力はこれより低い6)。こうした脆弱な草地に対

し、盲目的な開墾や過放牧といった負荷がかけら

れてきた。 1950年代以降、 2000万haに近い草地が

開墾され、耕地が造成されたが、本来不適地が耕

地として造成されたり、造成後の利用管理が不適

当なため、十分な作物生産量が得られずに耕作が

放棄されたり、土壌流失や塩類蓄積が生じ、荒廃

が進んでいる土地が少なからずある。また草地の

牧養力を無視して家畜飼養頭数が増加し、過放牧

が日常的になり、草地の荒廃を引起している。例

えば新彊ウイグル自治区で、は1949年新中国成立時

の家畜飼養頭数は約1000万羊単位であったが、現

在では5000万羊単位を超えている。天然草地面積

は開墾や市街地造成などでむしろ減少しており、

表2 中国天然草原の生産力

草種構成(%)
草原類型総被度(%)生草生産量(kg/ha) イネ科マメ科ハマスゲ、科雑草類潅木・半潅木

湿原草原 60-80 3000-6000 30-45 5・10 5・15 35-55 

典型草原 40-60 1500-4000 50-80 3-9 2・4 15-45 0-10 

荒漠草原 15ー35 800-1500 32 12 56 

高寒草原 30-40 300-1500 40-50 5-15 0-5 15-20 10・15
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中国乾燥地域における畜牧生産の現状!と課題

一方で人工草地の造成や農耕地からの飼料供給の こうし4天然草地の荒廃に対する対策lはま附年

増加はあるが、過放牧は明白である。遊牧民の草 の草原、法淵情制u定以来実施されてきたが、十分な成果

地利用形態からみるとム、冬に放牧する冬草地、春 があがらなかつたo 20∞0ω2年には国務院から「草原

および秋に放牧する春秋草地の荒廃が著しくし、往 保護およびび、建設に関する若干の意見」

来が不便な山中にある夏草地は比較的荒廃が少な 基本草地保護制度、草畜平衡制度、輪牧・休牧・

いと指摘されている。さらに地下資源開発時の無 禁牧制度の確立や既開墾地の退耕還草などが打ち

計画性や薬草の乱掘なども草地荒廃につながって 出された。!2003年草原法の改正および関連技術規

いる。 程の制定、2005年草畜平衡管理規則の制定により、

天然草地の荒廃(しばしば“砂漠化"とい表現 これらが法制化され、具体的対策が現在全国各地

が使われるが、日本でイメ」ジされる“砂漠"そ で進められている。天然草地への放牧がこうした

のものになっているわけではない。中国でいう“金 法律などはよって規制されるため、放牧されてい

塗"には、砂丘などのある日本で一般的に考えら た家畜に対して別途飼料を準備しなければならず、

れている砂沙漠のほかに、ゴビといわれる石沙漠 一方で人工草地の造成、耕地での飼料作物栽培の

や土沙漠もふくまれ、植物がまったくないわけで 奨励とともに、禁牧、休牧対象農家には補償金が

はない。また“退化"という場合もあるし、退化、 支給されτいる。遊牧から定住への生産システム

沙化、塩鹸化をあわせて“三化"ともいう)につ の転換も、 l こうした対策と結び、ついて進められて

いては早くから指摘されてきた。任継即)は1962 いる。しかし、これらの対策が効果を挙げている

年に開催された第l回草原工作座談会で草畜平衡 かどうかについては、現時点では正確なデータが

の重要性を唱え、冬草地および春秋草地にすでに

問題が生じていることを指摘しているし、 1980年

代には草地の退化程度による区分標準も発表され

ている。草地の荒廃の面積、程度については、様々

な報告があり一定せず、 f70年代草地退化面積は

10%、80年代30%、90年代50%に達しており、そ

のうち重度および中度の退化が半分程度を占めて

いる。現在も毎年200万haの速さで退化が進んで

いるJ 10)や「現在 (2002年当時)90%の可利用天

然草地は退化が進んで、おり、毎年200万haの速さ

で退化が進んでいるJ11)という報告がされている。

典型的な牧区である新彊アルタイ地区を例にとる

と、 2003年末で全地区可利用草地724万ha、うち

退化草地462万haで、全体の64%を占めており、重

度退化40%、沙化5%、塩鹸化4%で、草生産量は

60年代にくらべ30-60%低下していると報じられ

ている12)。いずれにしても天然草地の荒廃は深刻

で、乾燥地域における畜牧生産にとってきわめて

重要な問題になっている。

欠けた断庁的な報告しかないため、明確な判断は

できない。:

2 )遊牧から定住ヘ

遊牧とは乾燥地域の天然草原において、定住地

を持たず、、!四季を通じて草と水を追って家畜と家

族が移動する生産・生活方式であり、中国ではそ

の特徴を f逐水草而居"と表わしている。カザフ

族遊牧民の家庭に生れ育った新彊社会科学院経済

研究所研究員アデ、イリハン・イエスハン氏は「中

国遊牧民族定居問題の研究一新彊を例にしてJ と

いう研究プロジェクトに参加し、その成果をもと

に「遊牧から定住ヘJ8)と題する著書を発表した。

これはおそらく遊牧民の定住化について包括的に

まとめた著書としては中国でも初めてのものであ

り、その意義は大きい。以下、主としてこの著書

を参考にしながら、遊牧と定住化の歴史を振り返

ってみる。|

遊牧の歴史は古く、考古学資料によれば新彊で

北海道家畜管理研究会報，第44号， 2009年 -4-
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はいまから7000-6000年前から遊牧が行われてい

た。生産力のきわめて低い乾燥地域の草原におい

ては、その広く薄く分布する草地資源を利用し人

間が生活していくためには、草食家畜を移動させ

ながら草を食べさせ、人間もそれとともに移動す

る遊牧はきわめて合理的な生産・生活方式であっ

た。めん羊、山羊、牛は草を乳、毛、肉に転換し、

食料のみならず衣服や移動式住居の原料を供給し

てきたし、馬やラクダは移動、運搬の手段となっ

た。遊牧の移動は決して無計画な移動ではなく、

異なる地域の気候、水源、草の生育を考慮した一

定地域内の計画的な移動であり、そこには脆弱な

草地生態系資源を持続的に利用しようとする智恵

が働いていた。それゆえ数千年の問、変わること

なく続いてきたのである。しかし遊牧民の生活は

完全自給ではなく、やはり周囲の農耕民との聞に

余剰の畜産物と穀物などの交易も行われていた。

草地資源の持続的利用という観点から合理性の

あった遊牧には、過酷な側面もあった。なにより

も厳しい自然条件のもとで、つねに移動を続ける

というのは遊牧民の生活に大きな困難をもたらし

てきた。例えば、現在のアルタイ地区フーユン県

では北のアルタイ山脈山麓の夏草地から南のコル

パントングト砂漠周縁の冬草地まで、400km以上

の距離があり、年間の移動距離は800-900kmにも

達し、牧民はl年に100目前後も引越しをしなけれ

ばいけない。早魅、暴風雪などで、数年毎に家畜

が大量に死亡する大災害が発生するが、通常の年

でも“夏壮、秋肥、冬痩、春乏"という言葉で表

されるように、きわめて低いレベルでの生産・生

活の維持であったともいえる。さらに周辺社会の

発展、経済の発展は様々な面から遊牧に大きな影

響を及ぼしてきた。

1949年新中国成立以降、好余曲折はあったにせ

よ中国社会・経済は大きく発展し、遊牧民の生活

にも変化をもたらした。人口増加による畜産物に

対する需要増大、貨幣経済の拡大による牧民収入

増加への圧力は、家畜飼養頭数増加につながり、

天然草地の牧養力をこえた過放牧が続くようにな

り、草地の荒廃が進んだ。一方、従来の移動生活

では満たすことができない教育、医療、文化など

に対する牧民の要求も高まり、こうしたなかで定

住化への取組みがはじまった。

新中国成立以前も自然発生的な定住化はみられ、

また1930年代には当時の地方政府の提唱により新

彊イリなどで定住が進められている。新中国成立

直後の1950年には周恩来が「遊牧から定住ヘ」を

提唱し、指導がなされたが、当時は「遊牧は遅れ

たもの」という考え方にたっていた。その後、遊

牧も人民公社や文化大革命時代の洗礼をうけ、困

難な時代を経てきた。本格的な定住化の動きは、

やはり 1978年の改革開放以降になる。改革開放以

降、牧区においても草地と家畜の個人請負責任制

が導入されるとともに、遊牧民の生産・生活を改

善するため、定住・半定住化の呼びかけがはじま

り、国家や地方政府の関連プロジェクトを活用し

て定住・半定住化が進められた。 WFPの定住化プ

ロジェクトもアルタイ地区で実施されている。新

彊においては1985年で29%、1995年で49%の牧戸

が定住・半定住したとされている。 1996年以降、

こうした動きはいっそう強化され、定住化の標準

として“三通"(水、電気、道路が通っている)、

“四有"(住宅、畜舎、飼料地、樹林地が有る)、

“五配套"(技術サービスシステム、衛生施設、商

底、学校、文化施設が配置されている)が示され、

整備されていった。しかし、 2008年段階でも定住・

半定住化割合は全牧戸の78%程度で、定住標準に

達しているのは未だ37%に過ぎない13)。

現時点での定住化の課題は以下のように指摘で

きる。第一に、なによりも定住化の意義、目標が

必ずしも明確ではないことである。乾燥地域の脆

弱な草地資源を数千年にわたって持続的に利用し

てきた遊牧システムではあるが、社会全体の発展、

変化とともに、一方で、は過放牧や盲目的な開拓な
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どにより草地の荒廃が進み、他方で遊牧民の生活 を確立することである。

は低水準の状態を脱却できないで、きた。こうした

二つの課題、すなわち天然草地生態系の保全と牧

民の生活改善の両者を統一的に解決しようとする

のが牧民定住化の真の意義、目標といえよう。し

かし、こうした意義、目標は必ずしも明確になっ

ておらず、種々の取組みも総合的なものにはなっ

ていない。第二に、その意義、目標からみれば、

定住地における飼料生産基盤の整備が非常に不十

分である。天然草地への負荷を軽減するには、当

然それに代わる飼料生産基盤が整備、強化されな

ければならない。定住地における家畜飼養頭数と

飼養計画にみあった、濯j慨をともなった人工草

地・飼料作物栽培地の造成が不可欠であるが、現

状はきわめて不十分である。飼料生産基盤のない

まま住宅や畜舎が建設されている多くの定住地周

辺では、草のない天然草地に家畜が放牧され、か

えって草地の荒廃が進むといった現象が見られる。

第三に、十分な計画と資金が欠けていることであ

る。牧民定住化の重要性はしばしば強調され、目

標数値は提起されるが、国家や地方政府レベルで

牧民定住化を中心テーマとしたプロジェクトは存

在しない。多くの場合、関連する様々な資金をか

き集めた取組みになっており、指導も統一的にな

っていない。第四に、牧民定住化は数千年にわた

る牧民の生産・生活システムの大きな転換であり、

牧民や末端地域への支援、指導が不可欠で、あるが、

これも不足している。第五に、社会主義市場経済

への連結をどう進めるかという課題である。中国

といえどもいまや牧民の生産する乳、肉、毛など

は市場に出されて、販売されない限り、生活の改

善にはつながらない。 WTOに加盟した中国全体

では、国際レベルでの競争にさらされているが、

牧民はまず中国国内の経済先進地域と競争しなけ

ればいけないのである。

以上のような課題は一朝一夕では解決しないが、

現在求められているのは着実に前進させる道すじ

3 )新たな生産体系確立の必要性

遊牧から定住化への転換は、けっして天然草地

への放牧を放棄することではない。天然草地はい

ぜんとして乾燥地域の重要な資源であり、今後も

科学的な計画のもとに持続的に利用していく必要

がある。同時に、より生産力の高い人工草地・飼

料作物栽培地を確立し、そこから得られる飼料資

源を天然草地への放牧と有機的に結び、つけること

が必要である。しかも量、質とも高いレベルの生

産が求められる。つまり、新たな生産体系の確立

が必要なのである。残念ながら、現在の中国には

こうした観点から新たな生産体系確立の必要性を

唱える動きはほとんどみられない。最新の天然草

地保護利用に関する著書7)でも、農業経済面から

の生態畜限発展に関する著書吋も、従来の遊

牧からの転換は提起されていても、やはり部分的

な対策の域を出ていない。また中国における従来

の畜牧発展計画では、家畜飼養頭数や生産量の発

展計画はあるが、それを裏付ける飼料の生産・供

給計画はないのが一般的であった。現在中国でつ

ねに強調されている、総合的で、、バランスの取れ

た持続的発展を目指すべきという“科学的発展観"

からみても、こうした従来の畜牧発展計画、畜牧

生産シスサムは改善されねばならない。乾燥地域

においては、天然草地・人工草地一家畜一生産物

-市場の有機的な結びつきに基礎をおいた新たな

生産シス?ムを科学的に検討、確立する必要があ

ろう。 I

現在、新彊ウイグル自治区において実施されて

いるJICAr天然草地保護および牧畜民定住プロジ

ェクト」は、こうした問題意識から計画されたも

のである14:>。このプロジェクトが、中国乾燥地域

における畜牧生産の今後の発展にながる成果をお

さめることを願っているものである。
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総説・解説

細断型ロールベーラと研究開発の展開

志藤博克・橘保宏・川|出哲生

(農業食品産業技術総合研究機構生物系特定時技術研究支援センター)

はじめに

細断型ロールベーラ(以下、細断型ベーラ)は

コーンハーベスタで収穫・細断されたトウモロコ

シを高密度にロールベール成形できる作業機とし

て、生研センターと農機メーカーによって共同開

発された。平成16年度の市販化以来、府県の家族

経営の酪農家を中心に普及が進んでいる。細断型

ベ」ラは、垂直型サイロに4"'-'6m詰込んだ時の底

部に相当する高い密度でロール成形で、きることか

ら、発酵品質が高く、長期保存性に優れたサイレ

ージを誰でも簡単に生産することを可能とした。

高品質なサイレージの評判は北海道にも伝播し、

大規模経営に見合った大型化への要望が高まり、

平成19年からシリーズ機種の普及も始まった。本

稿では、細断型ベーラの体系別利用法について紹

介するとともに、普及間近の汎用型飼料収穫機お

よび開発中の機械について述べる。

1 .細断型ベーラの概要

細断型ロールベーラはけん引式作業機であり、

コーンハーベスタで1cm前後に細断されたトウ

モロコシを荷受けして、直径約85cm、幅約90cm、

重さ約300kgのロールベールに成形できる。主要

部は、細断されたトウモロコシを荷受けするホッ

パ、細かい材料もこぼさず高密度成形する定径式

の成形室、ネット結束装置から構成される。成形

室構造の違いからバーチェーン式(図 l、写真 1) 

とローラ式(図 2、写真2)の2種類がある。い

ずれのタイプもネットの結束中、ホッパに材料を

一時貯留するため、その間もノンストップで作業

を行うことができる。

細断型ベーラは、次の 3通りの使い方ができる。
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図1 パーチェーン式の構造

写真 1 パーチェーン式

図2 ローラ式の構造
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写真2 ローラ式

Iつめは、コーンハーベスタを装着したトラクタ

で細断型ベーラをけん引する「ワンマン収穫作業」

(写真3)である。府県では、 l条刈あるいは 2

条刈コーンハーベスタをトラクタの右側方にオフ

セット装着しての作業がもっぱらであるが、北海

道では、 4条刈コーンハーベスタをトラクタの前

部3点リンクヒッチに装着して作業を行っている

事例がある。 2つめは、ハーベスタに併走して作

業を行う「伴走作業」である(写真4)0 3つめは、

コーンハーベスタを装着したトラクタとは別のト

ラクタで細断型ベーラをけん引し、閏場の隅等で

ローダーパケット等から細断材料を荷受けする

「定置作業」であり、府県ではこの方法が最も多

い(写真5)。細断型ベーラは22kW(30PS)クラ

スのトラクタで作業可能である。

写真3 ワンマン作業

写真4 伴走作業

写真5 定置作業

2.派生機による体系

細断型ベーラの普及が進むに連れ、ロールベー

ルサイズの拡大や新たな利用法への要望が寄せら

れた。これに応えて細断型ベーラの共同開発メー

カーがベールラツノ号を一体化することによってロ

ール成形から密封までを一気に自動で行える派生

機を開発した(写真6、7)0 S社製のロールベー

ルサイズは、直径1m、幅1mで、あり、 T社製は、

直径1.15m、幅1mの大型タイプと直径1m、幅

O.85mの中型タイプがある。この機械を畜舎周辺

に置いて、圃場から運搬してきた材料をコンクリ

ート上に荷降ろしし、ロー夕、一等でホッパに投入

すれば、ロール成形と密封作業が能率的に行われ、

後はラップされたロールベールをローダーなどで

積んで、ゆくだけの省力的な作業が可能となる。ま

た、一旦パンカーサイロに詰めたサイレージを翌
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府県では圃場一枚あたりの面積が小さく、分散

しているために自走式ハーベスタのような大型機

械の導入が困難で、ある。従って、多くの府県のコ

ントラクタ組織はトラクタを基幹とした機械体系

で作業しているが、利用農家から要望される多様

な飼料作物に対応するために、コーンハーベスタ

体系、ロ」ールベーラ体系、飼料イネ専用収穫機体

系と多くの機械を揃えなければならず、機械投資

額が莫大になる。さらに、府県の飼料作付面積の

約3分の lは転作水田や水田裏作であることから、

降雨後の圃場条件の回復が遅く、作業スケジュ」

3.実用化間近の汎用型飼料収穫機 ルが遅延しがちになることが多い。本機は、年間

1 )汎用型飼料収穫機の概要 稼働率を高めることにより機械償却費を削減する

春、二次発酵が進む前にラップサイロに再調製し

てしまえば、発酵品質を損なわず、に少ないロスで

長期間利用することができる。

下

写真6 ベールラッパ一体型の派生機 (T社製)

一一一一一一一一つ

写真7 ベールラッパ一体型の派生機 (S社製)

なお、 T社製の大型タイプはコーンハーベスタ

との伴走作業が可能で、あり、 トウモロコシの刈株

をつぶす機能が付いている。また、中型タイプで

ベールラッパが付いていないタイプもある。

を持つ台車の前面に、フォレージハーベスタをベ

ースにした収穫部を装備し、台車上に細断型ベー

ラの成形室(直径1m、幅O.85m)を搭載しており、

収穫部はトウモロコシ用、予乾牧草用、飼料イネ

用のアタウチメントを着脱交換することにより多

様な飼料作物に対応することができる(図 3)。本

機も細断型ベーラと同様に、ベール放出時に止ま

ることなくノンストップで作業を続けることがで

きる。

『』
白〉

図3 汎用型飼料収穫機の概念

生研センターでは、主に府県のコントラクタを ことをねらいとしており、平成21年度の市販化を

対象として、 l台でトウモロコシ、牧草、飼料イ 目指している。

ネといった多様な飼料作物を収穫・細断・ロール

成形する「汎用型飼料収穫機J を農機メーカーと 2 )汎用型飼料収穫機の性能

共同で開発している。本機は、クローラ式走行部 トウモロコシ収穫時(写真8)の作業能率は、
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写真8 トウモロコシ収穫作業風景

100x30m区画の圃場で、収量5.6tjl0a、材料含水

率70%の条件下で42a/hであった。枕地開けでは、

手刈りによる作業は一切行わなかった。この時に

作られたロールベールの重さは平均458kgで、あっ

た。なお、条播したソルガムもこのアタッチメン

トで収穫可能で、ある。

予乾牧草(イタリアンライグラス l番草)収穫

時(写真 9)の作業能率は、 100x30m区画の圃

場で、収量5.6t/l0a、平均合水率52%の条件下で、

89a/hであった。ロールベールの重量は、平均含

水率55%の時で、平均416kgで、あった。なお、本機

の予乾牧草収穫機能は、転換畑における冬作牧草

や水田裏作を対象としており、永年草地での牧草

収穫は目的としていない。

写真9 牧草収穫作業風景

飼料イネ収穫時(写真10)の作業能率は、 3"'-'5 a 

の小規模圃場で、は平均14a/h、25aの圃場では

29a/hであったD ロールベールの重量は平均314kg

であった。本機は飼料イネ用アタッチメントを装

着した時に機体全長と重量が最大となるが、これ

までの試験で、幅2m程度の農道と5a程度の小区

画圃場でも作業が可能であり、人が長靴を捕られ

ながらもやっと歩ける状態の軟弱圃場(円錐貫入

抵抗値0.36MPa)でも十分に作業できることを確

認した。なお、このアタッチメントでムギの収穫

も可能で、ある。

写真 10 飼料イネ収穫作業風景

4. サイレージの特徴と調製上の留意点

派生機を含む細断型ベーラ及び汎用型飼料収穫

機で調製したロールベール(以下、細断ベール)

は、 170"'-'250kg/m3という高い乾物密度になる。

従って、その発酵品質も高く、 1年間貯蔵した後

でも品質の低下がほとんど無い。また、二次発酵

等によって生じるロスも極めて少ない。これは、

収穫時の熟期等、サイレージ調製の基本を遵守す

ることにより得られる。しかし、台風の接近等に

よりやむを得ず高水分の状態であっても急いで収

穫せざるを得ない場合もある。乳熟期(含水率77

"'-'79%)のトウモロコシを細断型ベーラで収穫調

製して 2カ月間及び6カ月間貯蔵したサイレージ

は、排汁がフィルムの隙聞から外部へしみ出し、

ベール内部にも排汁が大量に溜まる状態であった
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が、発酵品質は黄熟期(含水率70%)に収穫調製

した細断ベールと比較しでもほとんど変わらず良

好であった(表 1)。また、 2カ月間貯蔵したもの

と6カ月間貯蔵したものにも発酵品質に大きな相

違はなかった。ただし、発酵品質が良好でも含水

率が80%近いサイレージをそのまま給与しても晴

好性が劣る問題がある。これについては、給与す

る前日に細断ベールの底部近くにいくつか穴を開

けて排汁を抜いておけば、翌日には給与が可能と

なる。

収穫時期が早い材料でも発酵品質は保たれるが、

排汁による栄養ロスは避けられない。従って、な

るべく適期収穫を心がけることが重要であること

には変わりはない。

牧草では、従来のロールベーラよりもさらに高

密度なロールベールを作ることができ、高品質な

サイレージに安定して調製することができた。調

製してから7カ月後に開封したイタリアンライグ

ラス(品種「いなず、まJ)のサイレージのV-score

は99点と高く、従来の定径式ロールベーラ(直径

90cm、無切断)で梱包されたロールベールより

も良好で、あった(表2)。

飼料イネでも、これまで以上に高品質なサイレ

ージ調製が可能で、ある。従来、安定した発酵を得

るためには乳酸菌製剤を添加する必要があったが、

開発機によるロールベールでは、乾物密度が従来

の1.5"'2倍に高まり、乳酸菌製剤を添加しなくて

も安定した乳酸発酵が促進された。また、長期保

存性にも優れており、調製後 I年のサイレージ(品

種「はまさりJ)でも 2カ月貯蔵したものとほとん

ど同様の発酵品質を維持した(表3)。さらに、単

位面積当りのロールベール数を従来の専用収穫機

に対して30"'50%減らすことができることになり、

資材費の大幅な節約が期待できる。

このよ号に、本機は作物の種類によらず長期保

存性に優れたサイレージを提供できるため、年間

を通して安定した品質のサイレージの確保が求め

られている TMRセンターにとっても貢献できる。

また、予め細断されているため、ミキサーでの混

合時間を短縮化できる等、 TMRセンターにとっ

ても大きなメリットを提供できるものと考える。

5.細断型ベーラの新たな使い道とさらなる開発展開

府県の広域流通型TMRセンターでは、組飼料

表 1 高水分トウモロコシサイレージの発酵品質

含水率 u 現物割合(FM%) VBN/TN 
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表 2 調製7カ月後のイタリアンライグラスサイレージの発酵品質比較

含水率
pH 

現物割合(FM弘)I VBN/TN 
V-score 

(%) 乳酸 酢酸 酪酸 (%) 

開発機 54 5.09 1.31 0.26 0.00 8.00 99 

従来機 60 5.1 1.24 0.28 0.39 4.80 61 

表3 稲発酵組飼料の品質 (2006，:喜田ら)

貯蔵期間
含水率

pH 
有機酸(現物中%) VBN/TN 

V-score 
(%) 乳酸 酢酸 酪酸 (%) 

2カ月 60 4.00 1.38 0.26 0.00 0.96 99.5 

12カ月 59 4.01 1.16 0.26 0.00 1.96 99.5 

北海道家畜管理研究会報，第44号， 2009年 円
，
白



志藤博克・橘保宏・川出哲生

と粕類、濃厚飼料等を混合してトランスバッグに

詰めて乳酸発酵させたTMRを流通している。こ

れは発酵TMRと呼ばれ、開封後に二次発酵しに

くいという特長があるため、普及が拡がりつつあ

る。その一方で、トランスバッグへの袋詰めと、

その直後に袋内の空気を抜き取る作業に 2--3名

が必要となる。また、袋詰め後には発酵ガスが発

生するためトランスバッグを積み重ねて貯蔵する

ことができず、ストックヤードの不足が課題とな

っている。さらには、夏場のカビ抑制に課題があ

る。そこで、細断型ベーラでTMRをロール成形

し、ベールラッパで、密封(あるいは派生機で成形・

密封)する試みが試験研究機関でなされてきた。

最近では、北海道の一部のTMRセンターや九州

の大規模肉牛生産農家でも試みられている。三重

畜研では、粗飼料に稲発酵粗飼料と牧草サイレー

ジを用いたTMR(含水率42%)を細断型ベーラ

で成形・密封したラップサイロの密度は、同じ材

料をトランスバッグに詰めたものの約1.4倍に達

することを明らかにし(表4)、発酵ガスによる膨

張もないことを確認した。岩手畜研では、組飼料

にコーンサイレージを主体に用いたTMR(含水

率46%)を細断型ベーラで調製したものは、同じ

材料をトランスバッグに詰めたものと比較して、

カビの発生が全くなく、乾物ロスも低いことを明

らかにした(表 5)。これら以外にも、現在、政府

委託プロジェクト「組飼料多給による日本型家畜

飼養技術の開発J(略称、えさプロ)では、細断型

ベーラで調製した発酵TMRの発酵品質、発酵後

の栄養損失の有無、乳牛への影響、メニューの開

発等が取り組まれている。

生研センターではさらに、 TMRセンター向け

の機械として、 TMRを配布先農家の飼養規模に

合わせたサイズのロ」ルベールに自動で成形・密

封できる「可変径式TMR成形密封装置」の開発

に農機メーカーとともに着手した。 TMRセンタ

ーでは、 l梱包あたりの重量が異なるメニュー数

種類を生産しているが、現行の細断型ベーラでは

1種類の梱包重量に限られ、飼養規模に見合った

ニーズには応えることができない。従って、細断

型ベーラを導入したTMRセンターではTMRロ

ールの配送先を限定しているのが現状である。そ

こで本機(図 4)では、ニーズに応じた梱包重量

に応じてロールベール直径を自動的に変えること

により、より広い範囲の経営層に高品質な発酵T

濃厚飼線、

食品製造習熔物

注文に合わせたサイズ
に成形・密封

図4 可変径式TMR成形密封装置の概念

表4 発酵TMRの相包密度比較 (2005，平岡ら)

ラップサイロ

トランスバッグ

ラップサイロ

トランスバック、

調査個数 容積 (m3) 質量 (kg)

3 

6 

0.54 

1. 00 

305.3 

404. 7 

表5 発酵TMRの品質比較 (2007，増田ら)

乾物密度 (kg/m3)

328. 7 

234.0 

貯蔵日数 含水率(%) 乾物密度(kg/m3) カビ・変敗によるロス(kg) 乾物ロス(%)

34 

35 

45.5 

47 

339 

248 

- 13ー

0 

0.4 

0.3 

1.4 
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さいとに

細断型ベーラを始めとした一連の開発機により、

飼料生産の現場が大きく変わりつつある。新たな

機械の開発や利用技術の開発が進んでおり、現場

からの期待も大きい。生研センターでは引き続き、

安価で、付加価値の高い飼料生産の実現に向けて取

り組む所存である。
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総説・解説

北海道の酪農経営をサポートする「酪農電化システム」に適した電気料金契約について

森山 茂(北海道電力株式会社帯広支庖)

高品質で安全な牛乳を生産するためには、衛生

管理や牛舎環境の向上など、充実したシステムが

欠かせない。

ほくでんは酪農電化を通じ火のない安全な牛舎を

実現するとともに、夜間の電気を上手に活用する

「蓄熱調整契約」や「時間帯別料金」を利用した

機器の効率的なご使用、契約電力低減のためのコ

ンサルテイングなど、お客さまのニーズに合わせ

た機器や電気料金メニューの組み合わせをご提案

することで北海道の酪農経営をコスト面からサポ

ートしており、本項では「酪農電化システムに適

した電気料金契約」について紹介する。

1.酪農経営に適した電気料金契約について

1 .受電する電圧により、高圧(標準電圧6，0 

o 0ボルト)または、低圧(標準電圧200

ボルトまたは 100ボルト)で電気の供給を

受ける契約があり、最近は、経営規模の拡大

に伴い高圧契約の申込みに増加傾向がみられ

る。

2.高圧契約の場合は、お客さまが電気設備とし

て変圧器などの受電設備を設け、電気主任技

術者を選任してお客さまが電気設備を管理す

る必要がある。

契約条件としては、契約電力が50キロワ

ット(以降kWと表示)以上であること。た

だし近い将来契約負荷設備を増加される等特

別な事情がある場合で、お客さまが希望され

る場合は、契約電力が50 kW未満であるも

のについても対象とすることがある。

また、需要場所は l構内をなすものは l構

内を、 l建物をなすものは I建物を l需要場

所とする。
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3.低圧契約の場合は、契約条件として契約電力

が電灯と動力を合わせ 50 kW未満とし、ほ

くでんの電気設備から供給する。

原則として、需要場所は I構内をなすもの

はl構内を、 I建物をなすものは I建物を l

需要場所とする。

4.主な電気料金契約の種類について

(1)高圧契約

・高圧電力~動力(付帯電灯を含む)を使用す

る契約

-産業用蓄熱調整契約~高圧電力として電気の

供給を受け、蓄熱運転により昼間時間に使用

される電気を夜間時間に移行していただけ

るお客さま向けの契約

(2)低圧契約

-低圧電力~電灯および、小型機器以外の電気機

器を使用する契約

-従量電灯~電灯および、小型機器を使用する契

約

・時間帯別電灯(ドリーム 8)'""従量電灯の適

用範囲に該当し、昼間時間に使用される電気

を夜間時間への負荷移行が可能なお客さま

向けの契約

-低圧蓄熱調整契約~低圧電力として電気の供

給を受け、蓄熱運転により昼間時間に使用さ

れる電気を夜間時間に移行していただける

お客さま向けの契約

-深夜電力~夜間時間に限り動力(小型機器は

動力とみなす)を使用する契約

-融雪用電力~融雪・暖房のために動力(小型

機械は動力とみなす)を 3月以上継続使用す

る契約

F
同
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北海道の酪農経営をサポートする「酪農電化システム」に適した電気料金契約について

閑語説明】

・契約負荷設備とは、契約上使用できる負荷

設備をいう。

・契約受電設備とは、契約上使用できる受電

設備をいう。

・契約電力とは、契約上使用できる最大電力

【用語説明】

・付帯電灯とは、動力を使用するために直接

必要な作業用の電灯その他これに準じる

ものをいう。

-小型機器とは、主に住宅、庖舗、事務所等

において単相で使用される、電灯以外の低

圧の電気機器をいう。

・動力とは、電灯および、小型機器以外の電気

機器をいう。

・電灯とは、けい光灯等の照明用電気機器

(付属装置を含む。)をいう。

5.高圧電力の契約説明 (500kW未満の場合)

(1)契約電力は、実量料金制度となり最大需

要電力により契約電力が変わるものであ

る。

(2)力率は、 85%を基準として 1%ごとに

基本料金の割引、割増しをおこなう。

(3)契約負荷設備および契約受電設備をあら

かじめ設定する。

.，，;~.xJfl*"和J仲向一一-.iot.L.-;~地主民h、

〆4 、1

1 聾料金制度吋

弓?九札品吋h問中~"

お客さまが実際にご使用にな

った需要電力の年間最大値に

より契約電力を決定する制度

契約電力500kW未満が対象

となる。

¥
船
/
/

~
一
間
/

~

車

内

一

一
崎
一
一

/
関
¥

/
仁
¥

契約電力は当月を含む過去 1

年間の各月の最大需要電力の

うちで最も大きい値とする。
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b

(kW)をいう。

・最太需要電力(デ、マンド)とは、電気需給

契約においてお客さまが実際に使用する

電気の大きさで、ある期間中において 30 

分ごとの平均の電力のうち最も大きいも

のを指す。

-力率とは、交流で電気を送るために生じる

送電損失の割合をいう。

6.低圧電力の契約説明

(1)低圧電力の契約電力は、お客さまが使用に

なる負荷設備容量の総合計に一定の係数

を乗じて契約電力を決定するか、負荷設備

の総合計にかかわらずブレーカーの定格

電流により契約電力を決定する。

/千語読世帯J'ヰヰ¥
¥ 禦約電力 ノ

---..._弘和噛町ー~.."...-

お客さまがご使用になる負荷

設備容量の総合計に一定の係

数を乗じて契約電力を決定す

る。

(F童三機関鑓j拡よる1
¥九九竺純平山f/

お客さまがご使用になる設備

の総合計にかかわらず，プレ

ーカーの定格電流により契約

電力を決定する。



ある。

(2)同時稼動させている機器の負荷移行をお

こなう方法

茂山

デマンドコントローラによる負荷監視・

制限および同時稼動機器の間引き運転に

よる負荷移行をおこなうことで昼間の最

大電力を抑えられるものである。

電力量料金は、蓄熱割引料金および深夜

電力料金により抑えられるものである。

7.低圧電灯の契約説明

(1)一般的な従量電灯Bの場合の契約電力は

6 0アンペア (6k V A)以下とし、契約

電流に応じ電流制限器その他の適当な装

置を取り付け決定する。

(2)時間帯別電灯(ドリーム 8) の契約電力

は、電灯分に電気温水器などの夜間蓄熱型

機器容量を 10分の lにして計算した分

を加えた容量で契約する。

閑語説明】

・電流制限器その他の適当な装置とは、契約

上設定されるしゃ断器で、あって、定格電流

を上回る電流に対して電路をしゃ断し、お

客さまにおいて使用する最大電流を制限

するものをいう。

オミ
本不

最大需要電力は，同時にお使

いになる設備が多いほど大き

くなる。設備の使用時間帯を

ずらすなどの工夫で，最大需

要電力を小さくすると契約電

力を減少させることができる

ものである。

掴圃足~tþ]予理昆;tll~霊号~~=I~将掴・.

三 I71jLJ
iE重大;官接おおI!!""'I i;詫明知む

(3)冬期間などに使用する機器を融雪用電力

契約の適用とし低減をおこなう方法

暖房、融雪などに使用する小型機器は、

対象期間以外に使用しない場合は料金が

発生しないため抑えられるものである。

2.低圧契約での考え方

契約電力は、負荷設備による契約と主開

閉器による契約となっており、契約する方

法により料金を抑えることができること

がある。また、蓄熱調整契約、深夜電力・

融雪用電力契約に対応できる機器の使用

n.効率よく電気を使用するために

電気をと使用する際には、現在のご契約内容

をご理解いただき、無駄な電気の使用を省き、

使用実態にあったご契約で上手に・効率よく

使っていただきたい。

また、省エネタイプ機器の使用や深夜蓄熱

機器などの利用による契約変更で更なる低

減が行える場合もある。

1 .高圧 (50 0 kW未満)契約での考え方

契約電力は、実量制料金となっているため、

最大電力が予想される搾乳時間帯に使用す

る機器などをより効率的に運用することで

契約電力の低減が期待できる。

(1)昼間から夜間ヘ、夜間蓄熱型機器による

負荷移行をおこなう方法

電気温水器、蓄熱型氷ノミルククーラーな

どの蓄熱機器の使用により負荷移行をお

こなうことで昼間の最大電力を抑えるも

のである。

夜間蓄熱型機器は電力量料金も通常料金

より安価のため料金を抑えられるもので

北海道家畜管理研究会報，第44号， 2009年可
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北海道の酪農経営をサポートする「酪農電化システム」に適した電気料金契約について

(3)融雪用電力契約を適用する方法

冬期間などに使用する暖房、融雪などに

使用する小型機器は、対象期間以外に使用

しない場合は、料金が発生しないため料金

を抑えられるものである。

(4)高圧契約へ変更する方法

複数ある低圧の契約を纏めて 50 kW以

上の場合は、高圧契約ヘ変更により料金を

抑えることができることがある。

などで料金を抑えられる。

(1)深夜電力契約を適用する方法

夜間蓄熱機器を使用し、安価な深夜電力

契約を利用することで料金を抑えるもの

である。

(2)省エネタイプ機器の使用による方法

同じ能力の機器より設備容量、使用する電

力量が低減でき料金を抑えるものである。

蓄熱調整契約は便利でお得

る

z
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低圧題力
(50kW未満〉

電気に関するご確認は、ほくでんホームページを参照願います。
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「外国生産に頼らない北海道畜産をめざして」・・・・・ <2008年度シンポジウム>

飼料を取り巻く情勢と価格高騰への対応

輪 達 雄(全国酪農業協同組合連合会購買部酪農生産指導室)

1 .飼料高騰の背景

現在、輸入飼料の高騰が続いており、酪農経営

を圧迫している。飼料の高騰は配合飼料原料のト

ウモロコシに限らず、大豆、麦なども高騰してい

るため安価な原料への代替が難しく、一時的な乱

高下はあるとしても、長期的にはこの状態はしば

らく続くものと予想される。その背景には、世界

的な食料(食糧)の不足の時代が迫っていること

がある。世界の食糧を需要の面から捉えると、人

口の爆発的増加は間違いのないところまできてお

り、現時点でも 7"-'8億の人が充分な食料を確保

されていない状況は、今後、発展途上国の人口増

加と経済力の向上とが相まって更に厳しくなって

いくものと予測されている。経済力の向上による

所得の増加は畜産物の消費増加をもたらし、畜産

物の摂取増加は飼料としての穀物の需要を爆発的

に増加させる。

一方、その穀類を供給するための耕地面積は世

界的に減少傾向にあり、今後、開墾できる土地も

限られているのが現状である。その耕地面積の減

少を補って世界的な需要増を辛うじて支えている

のは反収の増加であるが、今までの反収の伸びを

支えた三つの技術(農薬の開発、化学肥料の普及、

品種改良)にも逆風が吹いていて、今まで同様の

伸びは期待できないところまできている。つまり、

今の飼料高騰は単なる一時的な不作などによるも

のではなく、世界的な食糧不足の始まりと捉える

べきであろう。よく話題となるトウモロコシから

のエタノール生産であるが、これはまさに不安定

になっていた需給ノてランスを壊す引き金になった

に過ぎない。

図1 シカゴ穀物相場(期近・月末値)の推移
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飼料を取り巻く情勢と価格高騰へd対応

る。穀物;の価格競争に負ければ、生産国での牧

草の作付面積が減少する。トウモロコシや大豆の

価格高騰が落ち着きを取り戻してきた今、生産国

でのアルアアルファやスー夕、ン、オーツヘイで作

付面積の減少が起き、輸入乾草の価格が高騰して

いる。 I

日本がわレフアルファなどを輸入しているア

メリカでは、この一年で乳価が倍近くになったた

めに、輸申されるアルファルファと米国内の酪農

家との価格競争が起きている。更に、乾草類を運

ぶコンテ?プレートは、今の金融危機による貿易

量の減少を受けて値下がりしてきているが、原油

やアジアヤ経済の動向によってはまた値上がりす

る可能性がある。

3 飼料品格高騰への対応

以上のような現状を考えれば、今後、自給粗飼

料生産の拡大によるコスト削減と飼料価格の安定

を図るこげ、厳しい経営環境の中で重要な意味

酪農家の規模拡大と農協の役割

農協・乳業 農協・乳業メー 農協・乳業 農協・乳業メーカー 農協・乳業メーカー

メーカー カー メーカー | 

農協 農協 農協 農協

共済・獣医・ 共済・獣医・授 共済・獣医・ 共済・獣医・授精師 共済・獣医・担精師

授精師 精師 授精師 | 
海外・農協・ 海外・農協・飼 海外・農協・ 海外・農協・飼料メー 海外・農協・飼料メーカー
飼料メーカー料メーカー 飼料メーカ一方ー

農協 農協 農協・会計士農協・会計士

農協・飼料メーカー・ 農協・飼料メーカー・普及員
普及員

海外・農協・飼料メー 海外・農協・飼料メーカー

カ|一

P:Mなどのサービス業 PMなどのサービス業

委託・導入 委託・導入

4同センター農協 共同センター農協

図2

到i三-高j踏のJ回国

2.輸入組飼料の値上がり

配合飼料の高騰ばかりが話題になるが、今、都

府県の酪農家の経営を圧迫しているのは輸入組飼

料の価格上昇である。配合飼料の値上がりは安定

基金による激変緩和処置によって補填されている

が、輸入粗飼料の値上がりは購入飼料依存型の酪

農経営を直撃している。輸入粗飼料の値上がりは、

豪州の早魅のように一時的な要因もあるが、基本

的に穀物で起きていることと同じ背景を持ってい

牛乳の販売

牛乳の処理

糞原処理

…

一

問

中

部

酪農のタイプ

例

専業酪農

米国コーン|戦後の家族

ベルト |酪農
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一輪達雄

平成11年度-19年度土壌分析平均値
ワコ一農材賂農家圃場土壌分析結果のデータ

|項目 有効態リン醒 貫盟主力リ 置換性石灰 苦主加盟比 石灰苦土比 石灰飽和度 EC 腐桶 GEC I~ ，、

PH mg/100 me/10 

監aE

mg/100g g mg/100g mg/100巨 当量比 当量比 % ms/cm % Og mg/100g 
6.0- 30-50 業 楽 ※ 2-4 3-5 現良 0.2 3以上 黒砂ぼ1く530 5-10 
6. 5 40-67 57"';'.85 358-477 45-60 

A県(45)
&6.日51 431.Z65 5 116.3 46.5 3位 .0 1.6 4.6 38.0 0.15 4.07 29.8 13.0 

BE88) 日.8 41.1 233.3 1.8 4.0 29.3 0.09 5.76 28.2 4.6 
C~(15) 6.割 30.0 国.6 37.8 211.1 1.8 4.0 26.5 0.08 2.65 22.9 3.6 

譲事
6.20 14.8 24.6 24.6 159.2 2.3 4.6 20.0 0.08 4.43 30.4 1.7 
6.74 8.3 32.3 37.9 226.9 2.8 4.3 28.5 0.07 4.59 29.6 3.8 
6.40 28.0 44.6 50.6 219.0 2.7 3.1 27.5 0.12 0.90 22.2 

77二ー事タ粟無じし
6.却 26.5 41.5 35.7 189.3 2.0 3.8 23.8 0.06 2.84 29.4 

全平均 6.相 23.2 48.4 39.4 225.5 2.0 4.1 28.4 O.国 4.09 28.4 6.1 
，、.........L I 、~・‘-~.ー --__.. ・ー・ .D._ ..__ ... 

※の適正範囲IまCECの値で変動する.ここではCECの上毘データ加E平均の28.4での適正範囲を表示

を持ってくる。しかし、自給粗飼料生産の隆路は

労働力と収穫機械への投資で、ある。そこで期待す

るのが、投資の低減と労働力の軽減のためにコン

トラクターなどを利用した自給粗飼料生産の外部

化と、 TMRセンターなどでの未利用資源との組

み合わせである。

日本の酪農の歴史を見ると、離農する酪農家の

分を残った酪農家が規模拡大することによって

800万トン強の生乳生産を支えてきた。規模拡大す

る酪農家の労働力には限りがあるため、酪農家が

規模拡大をする過程では「アウトソーシング」が

不可欠となる。今後の酪農家の規模拡大を支える

ためには、農協を中心とした地域の組織がアウト

ソーシングの受け皿となっていくことが重要なポ

イントになる。

酪農家個人の対応としては、自分の経営のなか

の無駄あるいは勘違いをもう一度見直すことを始

める時期に来ている。例えば土。本会が都府県に

おいて行った過去の土壌分析の数字を分析してみ

ると、酪農家の畑は糞尿の多肥により pHがアル

カリに近づいている。一方、未だに pH5前後の

畑もあり、一様に施肥をすることは無駄になる。

高騰する肥料費の低減を図る意味からも土壌分析

を行い、必要な成分を必要なだけ施肥するように

すべきである。

経営に大きな影響を与える疾病としては、繁殖

障害と乳房炎がある。繁殖障害の低減のために酪

農家ができることで最も効果的なことは、発情発

育字は基準より不足

見率の向上である。発情発見率と牛の観察時間と

は比例することが分かっている。発情の記録を取

り、ターゲ、ットを定めて積極的に発情を発見しに

行くことが繁殖の改善に繋がる。乳房炎の防除に

は早期発見が有効である。乳房炎になると乳温が

上がり、電気伝導度が上がって塩っぱくなり、そ

の後ブツが出てくる。つまり通常の乳房炎の発見

の方法である、前搾りでのプツ(凝集)の有無に

よるチェックでも、感染からはすでに相当の時間

が経っていることになる。せめて、前搾りにおけ

るブツのチェックあるいは疑いのある牛のCMT

によるチェックは必須で、ある。

キャッシュフローが厳しくなると、意外と重荷

になるのが育成費用である。育成牛は将来の経営

の重要な資産であるから、手を抜くことはできな

い。しかし、扶養家族であることには変わりなく、

必要以上に抱えればキャッシュフローが厳しくな

る。育成比率をできるだけ少なくするためには成

牛の更新率を下げる、つまり経産牛を長持ちさせ

ることが経営を楽にさせることに繋がる。

まだまだ、見直すことはあるはずで、ある。特に

これからは飼養管理の改善だけでなく、経営の改

善をしなければならない。日本においても一万k

gの牛群は珍しくなくなったが、一万kgの牛群

は必ずしも一万kgの酪農経営ではない。現状の

ような厳しい環境では、酪農経営の中で用いられ

るあらゆる技術を高めていかないといけないので

はないか。
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『外国生産に頼らない北海道畜産をめざして」・・・・・く2008年度シンポジウム>

草地酪農における道産飼料100%の乳牛飼養法~農業副産物の特性と給与ポイント~

昆 野大 次(北海道立根釧農業試験場)

1 .はじめに

食の安全、安心に対する消費者の関心は高まり、

輸入飼料に依存しない、資源循環型の畜産が求め

られている。北海道では広大な土地から組飼料を

生産し、自給飼料として利用している。また、農

業副産物も多く畜産での利用が望まれる。しかし

ながら、自給粗飼料と限られた種類と量の農業副

産物で乳牛に必要な栄養を充足させるには、その

農業副産物の飼料特性を把握し、適正に給与する

必要がある。

そこで、本稿では北海道立根釧農業試験場で行

なった試験から、農業副産物の飼料特性について

検討し、さらに農業副産物を利用した乳牛飼養法

として、牧草をサイレージとして利用する場合と

放牧草として利用する場合とに分けて検討し、若

干の知見を得たので紹介する。

2.農業副産物の飼料特性

粗飼料を主体とした飼養体系で養分要求量を充

足させるためには、エネルギー含量の高い併給飼

料が必要になり、 TDN含量の高い輸入トウモロコ

シを併給するのが一般的である。この輸入トウモ

ロコシを利用しない場合、その代替として農業副

産物の利用を考えると、エネルギー含量が高く、

流通量が比較的多いことが条件となる。これら条

件を満たすものとしては、規格外小麦、ビートパ

ルプ、および米ヌカがある。これら農業副産物の

飼料特性を以下に示す。

規格外小麦 規格外小麦は国の農産物検査

(一等、二等、規格外)による規格外品である。

規格外品はホクレン農業共同組合連合会の自主仕

分け基準によりさらに細別され、ランク上位のも

のは醸造、製粉加工用で、中位や下位のものが飼

料用となる。飼料用の場合、中位のものは圧片、

下位のものには粉砕の加工処理が行なわれ、主に

前者が飼料用として流通しており、道産品を入手

できる。小麦はデ、ンプンおよびtTDN含量が高くト

ウモロコシに準じるが、その第一胃内における発

酵はトウモロコシのそれよりも速いといわれてお

り (Herrera-Saldanaら、 1990)、第一胃内容液

のpH低下が懸念される。

ビートパルプ ビートパルプは飼料として利

用されており、道産品を入手できる。ビートパル

プはイネ科牧草主体組飼料よりTDNと分解され

やすい繊維含量が高く、その第一胃内分解性はデ

ンプン質飼料よりも穏やかで、ある。しかし、泌乳

初期において、その混合割合を30見DMまで高める

と乾物摂取量が低下することが知られている(大

坂ら、 1998)。

米ヌカ 米ヌカは、玄米の精米工程において

道産品のみの分別は行なわれていないが、国産品

であれば容易に入手できる。また米ヌカは脱脂工

程の有無により成分が異なる。脱脂米ヌカは脂肪

含量が少なく貯蔵性が高いので、飼料として利用

しやすい。しかし、本稿では農業副産物からのエ

ネルギー補給を目的として、脱脂していない米ヌ

カを使用した。粗脂肪含量が高い米ヌカのTDN含

量はトウモロコシに準じるが、第一胃内での利用

性が低く、給与割合を高めると第一胃内発酵が阻

害され、構造性炭水化物の消化が低下する(田中、

2004)。

3.農業副産物の給与水準と第一胃内発酵

各農業副産物をトウモロコシの代替として利用

するためには、それぞれの飼料特性を把握し、適

正な割合で組み合わせることが必要で、ある。
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特に、第一胃内容液のpHが低下しすぎると繊維

分解菌の活動および繊維消化率は低下し、飼料摂

取量や乳生産性にも影響を与える。第一胃内容液

pH5. 6"'5. 8の範囲は危険あるいは下限に近い

pHの範囲とされる。乳牛の健康のためにはルー

メン内容液のpHを5.9以上に保つこと、さらに

pHの変動が小さいことが望まれる。

そこで、第一胃内容液のpHを24時関連続測定し、

平均pH、最高、最低pHを調べるとともに、 pH5.8

以下の時間(分/日)を集計して、各農業副産物の

給与水準と第一胃内のpHに焦点をあてて検討し

た。

1 )デンプン源の違いによる影響

牧草サイレージ主体TMRにおけるデンプン源

として圧片トウモロコシあるいは圧片規格外小麦

(以下、圧片小麦)を用い、デンプン含量をそれ

ぞれ2水準 (20、25%DM)設定し、第一胃内容液

のpHに及ぼす影響を検討した。

第一胃内容液のpHを比較すると、デンプン含量

に関係なく、圧片小麦のほうが第一胃内容液の日

平均pHは有意に低く (P<0.05)、pH5.8以下の時

間は有意に長くなった (P<0.05) (表1)。

圧片トウモロコシ利用と比較して圧片小麦を利

用すると、 pH5.8以下の時間は長くなることが示

された。このことから圧片小麦は圧片トウモロコ

シと同様に利用できないと考えられた。

表1 デンプン源と飼料中デンプン含量の
違いが第一胃内容液pHに及ぼす影響

デンプン源 圧片トウモロコシ 圧片小麦

プンプン含量(%DM)20% 25% 20% 25% 
pH 

日平均 6.37a 6.36a 6.20b 6.15b 

日最高 6.81 6.85 6.79 6.77 
日最低 5.68 5.68 5.56 5.47 
5.8以下(分/目 225 b 40 8b 

] 45 ga. _l3_(ìJ)~ 
a，b.異文字聞に有意差(pく0.05)

2)圧片小麦の混合割合による影響

圧片小麦を用いて牧草サイレージ主体TMR中

のデンプン含量を10、15、20および25%DMとし

北海道家畜管理研究会報，第44号， 2009年

た4処理出iを設定し(それぞれ、小麦の混合割合と

して15.5、23.2、31.0、39.0%DM)、第一胃内容

液のpHに及ぼす影響を検討した。

TMR中のデンプン含量を増加させるほど、第

一胃内容幹の日平均pHと日最低pHは有意に低

下し (P<O.05)、pH5.8以下の時間は有意に長く

なった (P<0.05) (表2)。また、デンプン20児およ

び25%とした区における日最低pHは亜急性ルー

メンアシ iドーシスの基準値とされるpH5.5以下

を示した(表2)。

表2 飼料中デンプン含量の違いが
第一胃内容液pHに及ぼす影響

フゴングン源 圧片小麦

プンプジ含量(%DM) 10% 15% 20% 
pH 

日平均 6.26a 6.23ab 6.15b 

日最高 6.69 6.69 6.71 
日最低 5.70a 5.58a 5.41b 

5.8以下(分/日) 51.9c 109.4bc 188.7b 

a，b，c 異文字聞に有意差(pく0.05)

25% 

6.00
c 

6.60 

5.29
b 

辺u

3)小麦の加工処理の違いによる影響

挽き割り小麦(以下、挽割小麦)は圧片小麦よ

りも第一胃内発酵性が低いと考えられ、牧草サイ

レージ主体TMR中への混合割合を高められる可

能性がある。そこで、 TMRにおける引割小麦の混

合割合の違いが第一胃内容液性状に及ぼす影響を

圧片小麦と比較検討した。

小麦の加工処理の違いや、挽割小麦の混合割合

の違いで、第一胃内容液性状の各項目に有意差は

なかった(表3)。挽割小麦の3区を比較すると、日

平均、日最高、日最低pHはほぼ同じ値を示した

が、 pH5.;8以下の時間はデ、ンプン含量が多いほど

長くなる傾向を示した。この傾向は圧片小麦利用

時と同様であった。一方、挽割デンプン20%区の

AjP比は、挽割デンプン10%区および~15%区より

も大きくなる傾向を示した(図1)。挽割小麦のデ、

ンフ。ンの第一胃内分解率は圧片小麦よりも低く、

挽割小麦の混合割合を高めるほど、 AjP比は他飼

料の影響を受けたためと考えられる。
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挽割小麦は第一胃内内容液pHを低下させるこ 容液中のアンモニア態窒素濃度が高いということ

となく、下部消化管にエネルギーを供給する可能 は、飼料中の蛋白質が第一胃内で効率よく利用さ

性が示されたが、実際に流通しているのは圧片小

麦なので、以下の試験では圧片小麦を用いて検討

することとした。

表3 小麦の加工処理と飼料中デンプン含量の
違いが第一胃内容液pHに及ぼす影響

小麦加工処理 圧片 挽き割り

デンプン含量(%DM) 10% 10% 15% 20% 
pH 

日平均 6.30 626 628 628 
日最高 6.85 6.86 6.86 6.87 
日最低 5.57 5.52 5.54 5.54 
5.8以下(分/日) 104.2 109.0 150.0 178.0 

4 

まま
巳4

......... 

〈

3 
ー#ー挽割デンプン20出区
一ーー挽割デンプン15見区
一世一挽割デンプン10弘区
ー・ー圧片デンプン10見区

2E • 自 • • • • • • • • . 
。 2 4 6 8 10 12 

飼料給与後時間

図 1 小麦の加工処理と飼料中デンプン含量が

第一冒内容液A/P比に及ぼす影響

4)米ヌカの混合割合による影響

牧草サイレージ主体TMRにおいて米ヌカ混合

割合を高めるとTMRのTDN含量は高くなるが、

同時に粗脂肪含量も高まり、第一胃内発酵への影

響が懸念される。そこで、 TMR中の米ヌカ混合割

合をO、8、16、23.5%DMとした4処理を設定し、

第一胃内容液性状ヘ及ぼす影響を検討した。

米ヌカの混合によりpH5.8以下の時間は長くな

る傾向にあったが、米ヌカ混合割合を高めても近

似した値であった(表4)。アンモニア態窒素濃度

は飼料給与2時間後にピークを示し、米ヌカの混合

割合が大きいほど高値を示し、その順位は飼料給

与12時間後まで変わらなかった(図2)。第一胃内

れていないと考えられる。

表4 米ヌカ混合割合の遣いが
第一胃内容液pHに及ぼす影響

米ヌカ割合(%DM) 0.0 8.0 16.0 
粗脂肪含量(%DM) 2.6 4.4 6.2 
pH 

日平均 6.30 6.17 6.27 
日最高 6.78 6.78 6.86 
日最低 5.60 5.59 5.52 
5.8以下(分/日) 61.4 123.7 139.5 

6.25 
6.78 
5.42 
123.5 

a 
30 

~ 25 
'"0 
、¥

b.O 

.23 20 
4傑
明15
組

h 10 
時J

入 5
ト b 

a， b， c :異文字聞に有意差(pくO.05) 。
o 2 4 6 8 10 12 

飼料給与後時間

ー擬ー米ヌカ23.5同 一ーー米ヌカ16弘
一世ー米ヌカ 8回 一&ー米ヌカ 0出

図2 第一冒内容液中

アンモニア態窒素濃度

5)農業副産物を用いた飼料構成とトウモロコシ

を用いた飼料構成の比較

1) --4) までの結果から、小麦あるいは米ヌ

カの混合割合を高め過ぎると、第一胃の機能を損

なう可能性が示された。これら結果を考慮、して、

望ましいと考えられた農業副産物による飼料構成

3種類とトウモロコシを用いた飼料構成(表5)に

ついて、第一胃内容液性状に及ぼす影響を比較検

討した。

小麦デンプン10%区および米ヌカ混合小麦デ、ン

プン10%区はトウモロコシデンプン25%区と比較

してpHの低下はなかった(表5)。一方、小麦デ

ンプン15%区をトウモロコシデンプン25%区と比

較すると、日最低pHは同等で、あるが、 pH5.8以

下の時間は長くなる傾向がみられたことから(表

F
h
u
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なるよういレイシヨデゆと大豆粕を利用し

て飼料設計した。一方、道産区は道産農業副産物

である、圧片小麦、米ヌカおよびフスマのみを用

いて飼料設計した。泌乳後期は両区とも同一の

TMR (濃厚飼料として道産農業副産物のみ利用)

を給与した(表6)。

5)、乳牛の第一胃の機能を損ねる可能性が高まる。

表5 農業副産物あるいはトウモロコシを用いた
TMR給与が第一胃内容液pHに及ぼす影響

米ヌカ混合

小麦 小麦 小麦
デンプン デンプン デンプン

10%区 15%区 10%区

トウモロコシ
テンフン

25%区
飼料構成(%DM)
牧草サイレーγ
圧片トウモロコシ
圧片小麦
大豆粕
ピ}トハ。 lレ7。

米ヌカ
ミネラル

pH 
日平均 6.44 
日最高 6.93 
日最低 5.57 
5.8以下(分/日) 68.1 

50.0 
37.0 

11.0 

50.0 

15.5 
9.0 
23.5 

2.0 

50.0 50.0 

15.5 
9.0 
17.5 
6.0 
2.。

23.2 
9.0 
15.8 

2.0 2.0 

6.46 
6.89 
5.74 
33.4 

6.38 
6.88 
5.58 
108.4 

6.53 
6.92 
5.84 
41.1 

4.牧草サイレージと農業副産を用いたTMR給

与によるー乳期成績

牧草サイレージと農業副産物のみの限られた飼

料構成で高泌乳牛を飼養する場合、泌乳に必要な

養分を十分に摂取できずに、乳成分の低下、繁殖

成績および乳牛の健康の悪化などが懸念される。

そこで、牧草サイレージと農業副産物から構成

されるTMRを用いたー乳期飼養試験を実施した。

1) TMRの飼料構成と栄養価

対照区は、ー乳期乳量が9，000"-'10， OOOkgの高

泌乳牛を想定しTDN75%、CP16%、NDF35%に

表6 TMRの混合割合と化学成分組成(%DM)

班、乳前期* 泌乳後期
道産区 対照区

宮前斗構成
牧草サイレーγ 50.0 50.0 
圧片小麦 15.5 10.8 
米ヌカ 6.0 2.2 
フスマ 27.2 
バレイショデンフ。ン ー 20.0 
大豆粕 16.0 
ミネラル 1.3 1.0 

成分組成
CP 13.7 15.8 
EE 4.9 3.1 
NFC 32.0 38.5 
NDF 41.7 35.9 
デンプン 15.6 26.4 
TDN 72.5 75.7 

*泌乳前期は分娩後150日まで

65.0 
15.5 
6.0 
12.4 

1.1 

13.5 
5.2 
26.0 
46.8 
12.6 
70.7 
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2)飼料摂取量、乳生産および繁殖成績

道産区および対照区ともに分娩後5ヶ月までの

乾物摂取量は20kg/目前後で推移した。道産区の

4%FCMは対照区より低く推移したが、 305日乳量

は7，564kgとなり、乳脂肪率、乳蛋白質率ともに

高く、繁殖成績も良好であった(図3、表7)

50 50 

10 

40 40 

円 30
2 
口 20

30 ::E 
u 
L 

20苧

10 

。'=-<<r'-"一一一川._....・ー叶一日・ーγ・__'''1一一。

1! 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

; 分娩後月

・・・道産区・DMI ~翠罰対照区・ DMI

一・一道産区・4%FCM -A-ー対照区.4%FCM
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表7 305日乳生産および繁殖成績
道産区 照区

項目
(n=6) (n=6) 

乳量(kg) 乳量 7，286 9，272 
:!.%_f_Ç_M_________!.I.QQ4________~.:l~~ 

乳成分(%) 乳脂肪率 4.39 4.46 
乳蛋白質率 3.31 3.27 

1 無脂固形分率 8.78 8.72 
繁殖成績(日)初回授精日数 76 82 

! 空胎日数 94 129 

5.放牧草と農業副産物による乳生産

放牧草は適切な放牧利用により、牧草サイレー

ジと比較じ、 CP含量は高く、 NDF含量は低くな

る特徴がある。放牧草のCPを有効利用するにはデ

ンプンの補給が必要となる。

円
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昆野大次

そこで、チモシー主体シロクローバ混播草地に放

牧した泌乳牛に農業副産物を給与し、乳量水準

8，000kgを目標とした。

1 )放牧期の乳生産

放牧方法は、 l頭あたりの放牧地面積を7月中旬

までは0.25ha、それ以降は0.5haとし、 l日l牧区

輪換の昼夜放牧(計16時間)とした。デンプンと

NDFの補給として圧片小麦とフスマとビートパ

ルフ。を併給した。農業副産物は、表8に示した量を

給与した。

表8 農業副産物の給与量と成分含量

泌乳前期* 泌乳後期

給与量(乾物kgl頭/日)
圧片小麦 3.4 2.6 
フスマ 3.3 0.0 
ビートパルプ 3.3 0.0 
合計 10.0 2.6 

成分含量(乾物%)
CP 14.3 16.8 
NDF 31.2 16.0 
デンプン 28.7 63.9 
TDN 75.6 85.1 

* .泌乳前期は分娩後150日まで

表9 飼料摂取量、摂取割合および摂取養分構成

泌乳前期* 泌乳後期

摂取量(乾物kgl頭/日7
放牧草 9.8 13.7 
濃厚飼料 9.9 2.6 
合計 19.7 16.3 

摂取割合(乾物%)
放牧草 49.7 84.0 
圧片小麦 17.1 16.0 
フスマ 17.1 0.0 
ビートパルプ 16.6 0.0 

摂取養分構成(乾物%)

CP 18.0 20.0 
NDF 38.4 43.8 
デンプン 14.3 10.2 
TDN 73.1 71.3 

*泌乳前期は分娩後150日まで

表10乳生産と繁殖成績

乳生産

泌乳前塑* 泌乳後期

乳量， kg/日 33.6 23.0 

4%FC旦L主g乙E!__ー______g乱立ー・・ーー・_gQ.:旦一
乳脂肪率， % 3.5 4.0 
乳蛋白質率， % 3.3 3.3 

ー__M.!d~~_!!!g!_~L_________よ生ムー・ーーー_lê.ニ生ーー
繁殖成績

初回授精日数，日 81 
授精回数，回 2.6 
空胎日数，日 131 

*泌乳前期は分娩後150日まで

小麦の給与量は乾物摂取量中の約15犯となった。

乳量は前期33.6kgj日、後期23.0kgj日となり、ー

乳期乳量は8，000kg水準を達成できると考えられ

る。繁殖成績は概ね良好で、あった(表9、10)。

2)放牧を取り入れたー乳期の乳生産(夏季放牧

飼養、冬季TMR飼養による乳生産)

実際には放牧草でー乳期の飼養はできない。そ

こで、 CP含量の高い放牧草の利用を泌乳前期に利

用した場合のー乳期の乳生産を検討した。

春分娩の泌乳牛を用い、夏は放牧草主体で農業

副産物を併給し(表8)、冬はチモシー主体牧草サ

イレージと農業副産物によるTMR(表6) を給与

して、一乳期飼養した。

その結果、一乳期乳量は約9，000kgとなった。

また、繁殖成績も概ね良好であった(表11、12)。

表11 乾物摂取量と乳生産

泌乳前期* 泌乳後期

(放牧期) (舎飼期)

乾物摂取量， kg/日
放牧草 11.4 0.0 
濃厚飼料 10.0 0.0 
TI¥在R 0.0 17.9 
合計 21.4 17.9 

乳生産
乳量，kgl日 37.0 24.1 
4%FCM， k宮/日 39.9 28.1 
乳脂肪率， % 4.38 4.26 
乳蛋白質率， % 3.33 3.22 
MUN， mg/dl 13.2 10.9 

* .泌乳前期は分娩後150日まで

可
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草地酪農における道産飼料100%の乳牛飼養法~農業副産物の特性と給与ポイント~

表12ー乳期(305日)乳生産と繁殖成績
一泌期乳生産

乳生産
乳量， kg 8，947 
4%FCM， kg 9，946 
乳脂肪率，% 4.51 

一__l~霊自皇室1..-包------ー・ーーム~1_開開問------
繁殖成績*

初回授精日数，日 78 
授精回数，回 1 

京:1頭長期不受胎により供試牛4頭の成績

6.牧草サイレージまたは放牧草利用時の飼料中

養分含量とー乳期乳量の比較

4と5で示した牧草サイレージ主体のTMRと

放牧草利用時の飼料中養分含量とー乳期乳量を表

13に示した。泌乳前期と後期どちらの期間におい

ても、放牧草の利用により、 TDN含量、 CP含量

は高くなった。放牧草は、牧草サイレージに比べ

TDN含量およびCP含量が高く、その利用により

飼料全体の栄養価が高まり、ー乳期乳量も高まり

8，000kg以上の乳生産が可能であった。

また、春分娩で夏に放牧を取り入れると、栄養

要求量のより大きい泌乳前期に放牧草を利用する

表13飼料中養分含量(%DM)と

一型期(30_Q旦)乳量生ε)

牧草サイレージ利用 放牧草利用

泌乳 泌乳 泌乳 泌乳
前期*後期 前期 後期

TDN含量 72.5 70.7 73.1 71.3 
CP含量 13.7 13.5 18.0 20.0 

__NRE含量'"_____41~1一一_AJ?.:豆一・・ー・---Q豆4ー____.1急金----，
一乳期乳量 7，300 8，000 
* .泌乳前期は分娩後150日まで

ことなり、さらに効果は高まると考えられる。

このように、道産飼料を100%活用する場合は、

放牧を取り入れる方が有利と考えられる。

7.おわりに

以上のように、草地酪農地帯において、牧草と

農業副産物を活用することによって、道産飼料

100%で乳牛を飼養することが可能であることが

示された。

その際、牧草サイレージ主体TMRにおいて、圧

片小麦の;混合割合 15.5見(デンプンとして

10. O%DM~こ相当)、米ヌカの混合割合8%DMまで

は第一胃内発酵に顕著な影響を及ぼさないこと、

また、道産飼料に限った場合では放牧が有利で、あ

ることが示された。

ここで述べた内容は、副産物利用の一例に過ぎ

ない。地域ごとに利用可能な副産物は異なり、そ

の利用を考えると、まず、その地域で利用可能な

品目と量を把握することが重要である。次に、副

産物は飼料成分に偏りのあるものが多いので、第

一胃内の発酵特性を考慮し、適切に組み合わせて

給与することが重要であろう。

本発表は、 2002"-'2005年度北海道農政部事業、

事業名「牛海綿状脳症対策技術開発推進事業」、予

算化題名「地域資源を活用した北海道型乳牛飼養

法の確立」の成果の一部である。
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十勝におけるエコフィード活用への取り組み

吉川 要(十勝ライブストックマネージメント)

1.地域ネットワーク化の必要性

エコフィードとは未利用資源の飼料化であり、

その生産には数多くの作業が関わり合って成立す

る家畜飼料である。そのため個別の事業体の取り

組みだけでは負担が余りにも大きく、速やかに生

産・給与するためには 4つのポイントが挙げられ

る。

①飼料原料の安全性

②飼料原料の供給の安定性

③栄養価値と保存性の確保

④コスト面での有利性

エコフィードは、各産業の新技術によるものや

研究機関の発見や開発から産み出されるものと各

フィールドが連携し新システムによって産み出さ

れるものとがあり、私たちが取り組んでいるエコ

フィードは後者に当たる。上記の 4つのポイント

からエコフィード生産ネットワークに向けた各フ

ィールドの役割としてさらに 7つの要素に分解さ

れる(表 1)。

北海道家畜管理研究会報， 44: 29-31， 2009年

① 残差物の種類、産出量の把握と現状の処

理方法の調査

② 産業廃棄物の飼料化にあたっての法律や

条例などの指導

③ 産業廃棄物の分別作業

④ 原料である未利用資源の加工生産と安全

性の確保

⑤ 飼料の栄養分析

⑥エコフィードを利用した時の家畜の生産性

とコスト面での情報分析

⑦ リサイクルの取り組みへの地域産業や住

民への理解

エコフィードを始めるにあたっては、まず一昨

年から地域酪農家数人と共に『十勝・帯広型エコ

フィード研究会』を設立し、学識者を招いて勉強

会を行ったり、未利用資源の有効活用をテーマに

したフォーラムなどに積極的に参加しエコフィー

ドの知識を学んだ。そして、十勝における産業廃

棄物の実態調査を行い、品目別に飼料として価値

があるか分析に協力して頂いた。昨年 I月には、

帯広市に事務局を設置し、『帯広エコフィード協議

表 1 各フィールドの役割

7つの要素

'8 ムー， ①、②、⑦
地域バイオマスタウン構想を打ち出している。
毎年、地域の情報収集は行われるべきである。

新たなる家畜飼料として用いられる物の家畜に対
ρヴ4ー ④ する安全性や産乳性を研究し、生産者と協力し、

データなどを共有し合う。

農業
⑤、⑥

家畜飼料の飼料分析や、畜産業に対する経済的
機関 有利性の高い情報の収集と提供。

産
③ 

廃棄物処理費用を少なくし、生産コスト低減を図
(排) る。

産
④、⑤、⑥

エコフィードの安全性やコスト面での有利性を活
(受) かし、地域循環型の生産に取り組む。

n
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十勝におけるエコフィード活用への取り組み

会』を設立し、それに伴い、未利用資源の受託側

としてメンバーに参加し、 7月に『十勝・帯広型

エコフィードTMRセンター』を設立した。その後、

排出者側と協議を重ね、原料の安定供給を目的と

した「エコフィード原料取引契約書」を作成・調

印し取引を開始した。

2.未利用資源の活用

1 )残漬物からエコフィードヘ

十勝、帯広における食品残澄物の排出量などを

調査し飼料分析をした結果、食品加工残澄として

パン工場から出る小麦粉・パン屑・ライス、選果

場残澄として規格外ニンジンなどを原料として絞

り込んだ。小麦粉・パン屑などはそのまま単味飼

料として利用する事とし、規格外ニンジンについ

ては 7月下旬から 10月までの期間しか出てこな

いので、年間給与するためサイレージ化に取り組

んだ。 ! 

サイレ十ジ化に当たっては、ニンジンから出る

水分(ジトス)を液体飼料と考え、それらを無

駄に流出させずに他の乾燥飼料と混合してサイレ

ージ化することを目的として表2のように製造し

た。!

2)エコフ|ィードの給餌

十勝ラゲブストックマネージメントでは、乳用

牛240頭(成牛140頭、育成牛100頭)を飼育してい

る。飼養形態は120頭のチェーンタイストール午舎

で、その特長としてキャリロボ、自動給餌機、オ

ゾン浄化装置(処理室内の汚水を浄化)、トンネル

表2 ニンジ、ンサイレージ、調製の概要

ニンジン
サイレージ

製造方法

北海道家畜管理研究会報，第44号， 2009年

製造過程 l 特徴

ニンジンの切断卜袋詰め作業は手作業のため、
↓ i 11時間当りの生産量が少ない。

乾草の切断: 1・保存場所に多くの面積が必要
↓ : Iである。

ニンジン・乾草卜水分を70%以上超えて製造す
を混合 i Iると袋の形状を維持できなく寝

↓ i Iてしまう。
トランスパックト発酵状態は極めて良好であ

に投入 ~ 1る。

ニンジンの切断トニンジンと乾燥の配合割合を
↓ 150"'-'55%位にしないと、液汁が

乾草の切断 i I多量に流出し、スタッグの大き
↓ ! 1さも半分位まで縮小する。

ニンジン・乾草トデントコーン、グラスサイ
を混合 Iレージよりも二次発酵速度が速

↓ 1く、夏場の利用は不可能であ
野積み・鎮圧
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吉川

換気システムを導入している。フリーバーン牛舎

では、育成牛と乾乳牛を84頭を飼育し、晴育舎で

は晴育ロボットを導入し36頭を飼育している。こ

れらを完備することで省力化や飼育管理の改善に

取り組んで、いる。

牛群平均乳量は、 11，000kgで搾乳期間中の野外

運動は行っていない。耕地面積は23haを牧草地と

して利用している。自給粗飼料の割合は年間全体

給与組飼料の18%程度しかなく購入飼料に頼った

飼養管理となっている。表3ではエコフィードを

原料に加えたTMRとそれ以前のTMRを現在の飼

料単価に置き換えて比較してみた。TMRの養分設

定は乳量35kg、乳脂肪3.8%の養分要求量の充足

率100%以上に設定している。

給餌変化がもたらした影響

牛の体調面

・ニンジンサイレージが加わることで餌の食い込

みが良くなり、特に夏場でも食い込みが落ちない

ので、乳量への影響が無かった。

要

-分娩後の立ち上がりが良くなり、ケトージスや

第四胃変位での治療牛がなくなったo

・ビタミン剤や消化を促進させる添加剤を一年以

上使用していないが、牛群全体的に健康を維持し

ている。

-糞便は幾分柔らかくなったが、食滞などによる

下痢ではない。

-乳房炎によるダメージが軽減されている。

繁殖面

・発情時に牛が泣き叫ぶ様になり誰でも発情に気

付き発情の見落としがかなり無くなった。

-分娩後の初回発情が以前よりも早く来るように

なった。

-発情粘液や排出血の量が増えた0

.受胎率が向上した。

飼料費

・飼料代が安くなった。

-加えて、体調面や繁殖面の様な変化による経済

的飼料効果が上がった。

表3 TMRの変化

平成17'年 平成20年

DM% NELmcl/kg TDN% CP% ADPIo NDF% 混合量 混合量

乾草チモシー1番 86 1.2 54.9 10.1 39.7 64.8 4kg 4kg 

乾草チモシー2番 84 1.15 59.8 9.8 39.3 64.3 4kg 

グフスサイレージ 25 1.16 57.5 10.6 45.1 74.2 4kg 

ノレーサン乾草 83 1.27 54.5 19.1 35.5 46.0 3kg 

人参グフス 22 1.23 60.7 8.7 42.6 67.4 1.8kg 

人参サイレージ 9 1.88 81.5 9.9 21.9 24.5 5.7kg 

ビートパルプベレット 91 1.79 78.0 9.7 33.0 54.0 5kg 5kg 

ビートパルプサイレージ 15 1.71 74.6 10.8 25.2 53.7 

チャンピオン(発酵飼料) 53 1.73 75.7 17.6 17.1 33.9 8kg 

大豆粕 88 2.01 86.8 52.2 8.95 14.3 2kg 1kg 

綿実 92 2.04 88.2 24.0 30.0 39.0 1kg 

醤油粕 74 1.62 71.2 30.7 27.9 35.0 3kg 

ビール粕 35 1.52 67.0 28.1 25.9 49.6 3kg 

人参粕 13 1.64 76.4 6.7 25.1 27.8 4kg 

食品加工残溢 87 1.99 86.1 19.7 1.5kg 

配合18 87 1.94 85.0 21.3 8.1 17.0 4.5kg 

配合20 87 1.94 85.0 23.6 8.2 16.6 4kg 

TOTAL 31kg 37.5kg I 

平成17年TMR

平成20年TMR

円
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「外国生産に頼らない北海道畜産をめざして」・・・・ト <2008年度シンポジウム〉

総合討論

座長(北大，近藤氏):北大農学部の近藤でござい

ます。座長として2部の討論のとりまとめ司会を務

めたいと思います。ただいまI部で話題提供のご3

方にはそれぞれさまざまな方面からお話を伺いま

した。三輪さんからは世界的な穀類の供給の状況、

さらにそれを踏まえた消費者の立場、それから酪

農生産というものを最初に一回元に戻って大枠か

ら見直さなければならないのではないか、きちん

と外枠から牛を飼うことを捉えなおして、 トータ

ルな意味での酪農経営というものを考えた上で自

給というものを考えるべきではないかというお話

をいただいたかと思います。さらに昆野さんには

道産の飼料を用いた場合に100%道産飼料で生産

が可能か、もしくはその場合にはこんな試験場な

らではの給与方法をいただきました。最後に吉川

さんからは実際の経営の現場で生産物、さまざま

な産業、耕畜の連携の中、あるいは廃棄物と言わ

れていたものを使ってリサイクルしていく、ネッ

トワーク作りとさらに資源の開発といった面から

お話を伺いました。この討論はおよそ1時間という

時間を設けております。どうぞ活発な討論をお願

いします。まず話題提供いただきましたご三方に

それぞれの立場からちょっと時間が限られていま

したので十分に説明できなかったこと、今後強調

したいことなど、また特に他の話題提供とご自身

の話題との関連からこういった部分を補足したい

ということもございましょう、それも含めてお話

をお伺いしたいと思います。まず三輪さん、何度

も私は内地府県というか、全日本を焦点にして北

海道の部分は、ということをお話いただいたので、

今の自給100%の部分、エコフィードの部分等ふま

えてお話収だきたいと思います。

三輪氏(全i酪連):北海道産というだけで餌が組め

るというのが都府県としてはうらやましいです。

人間のほ今のフードマイレージという考え方から

するといめゆるエコだと思います。私どももエコ

フィードを都府県でTMRセンターを5つほどやっ

ていますが、どうしても長距離を運ぶと決してエ

コじゃなくなってしまい、かえってエネルギーを

使うことになってしまいます。また、乾燥すると

そこで、またエネルギーを使い、結局エコじゃなく

なってしまいます。近場でとれる物だけでやれる

という体制をとるのがひとつの道なんじゃないか

と感じております。吉川さんにお伺いしたいので

すが、私どももTMRセンターで粕をf吏っていて、

最初のと。かかりで引っかかるのは、産廃業者と

の関連です。それまでは製造工場で出たものはす

べてどこかの産廃業者が所有していて、私たちが

最初から全部処理できればもめごとが起きないの

ですが、十部だけ我々がほしいということで業者

が難色を示す部分があり、そういったことはご経

験されませんでしたか?

吉川氏(十勝ライブストック):当初エコフィード

をするに当たって、産業廃棄物処理法の問題につ

いて言われまして、免許とってやろうかと話もあ

りましたれそちらからの圧力もあるだろうとい

うことで、|最初から有価物という扱いにすれば問

題ないのもはということで、我々実際、ニンジン

粕や加工ヰ場からのものを有価物としてトンいく

ら、キロ山くらということで購入・取引する形を
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とっています。 ているのか、単純にビタミンだけじゃなくて何か

あるのだろうと思いました。あと、夏の食欲を増

三輪氏(全酪連):あと発酵の熟度とかポイントの、 すという点で改善していく余地など何か留意され

何か指標はありますでしょうか?ガスが膨らんで、 ていることがありますか。

とか。

吉川氏(十勝ライブストック):日数的なものは今

まで牧草サイレージやとうもろこしサイレージで

の経験などあります。特に袋詰めして個々に分か

れた作業行程では、膨張してしぼんでから何日目

など、そういった判断でしております。

座長(北大，近藤氏):ありがとうございます、そ

れでは昆野さん、もしなにかお二方のお話伺った

上でご質問ございましたら御願いします。また、

私から、道産品自給飼料を使う上で飼料構成が単

純に含まれたというか、吉川さんのように細かい

ものまでゲリラ的に耕畜連携して、といったオプ

ションというのはなかったのでしょうか。

昆野氏(根釧農試):最初に質問の回答ですが、試

験の中では最初に配慮、したのは、ある程度量が確

保できるものであるということです。入手できる

ものという点で、小麦、ビートパルプ、米ぬかと

いうものをターゲットにしたということで、これ

を使わなくちゃいけないというわけではありませ

ん。当然、近場にある草の少ない時期に取れる副

産物、規格外のものを有効に使っていくというこ

とは十分可能で、ありますし、やっていかなければ

ならないと思っています。先ほどの試験のお話し

は、こうしないといけない、こうしないと失敗す

る、という内容ではございません。使えるものを

どんどん食べさせるということを考えています。

お二方の発表についてですが、私が特に興味があ

ったのは、吉川さんのニンジンを食べさせるとい

うところで、晴好性がいいので夏場も食べ、繁殖

もよさそうだという点です。ニンジンの何が利い

吉川氏(十勝ライブ、ストック):ニンジンを給与し

て驚いたことは、晴好性が上がったということ、

繁殖が極端によくなったということです。考えら

れるのはやはりビタミンではないかなということ

です。出血の量も怪我したんで、ないかというぐら

い出た牛もいました。コンプリートなどに混ぜた

ときの晴好性ですけど、きちっとした大きさに裁

断をしないとニンジンだけ選び食いして他のもの

食べず乾物摂取量が落ち、体調を壊した牛もなん

ぼかあったという例が帯広市内などであるそうで

す。あと夏場のニンジンサイレージですが、一番

経費のかからない加工としてはスタックサイレー

ジが一番と思います。留意点としては、形を維持

できないということと、発酵速度が他と比べて非

常に早いということです。私たちの研究グループ

で一件試験したのですが、夏場、最高気温が30
0

C

以上の日が続いた後に、ニンジンサイレージをコ

ンプリート1トンに対して2キロくらい給与したら、

次の日から乳量が上がり、前の日と比べて1頭あた

りで2、3キロくらい上がりました。これはニンジ

ンの栄養だけではなくて残飼がなくなったという

ことで、他の飼料効果も上がったということでは

ないかと思います。

座長(北大，近藤氏):直接関係あるかはわかりま

せんけどエコフィードの現地検討会の後で、帯広

畜産大学の川島さんが、カロテンの給与によって

最初の卵胞形成がすごくよくなると発表されてお

り、学術的にも繁殖に対するカロテンの給与効果

は確かめられているようです。最後に吉川さん何

か?
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吉川氏(十勝ライブストック):小麦で、すけど、十

勝では見渡す限り小麦畑広がっていますので、僕

も最初規格外の使ってみようと試してみました。

しかし、小麦の消化率を上げるのがなかなか難し

いとわかりました。砕いてしまうとお金がかかつ

てしまい、サイレージ加工で45日置いてから給与

しでもなかなか消化されず、 60---70%くらいその

まま糞に流れてしまいました。外国の飼料との比

較などをしました結果、ちょっと無理かなという

ことで、途中で断念しました。小麦は大正農協の

C品で154トンくらい出ます。C品はA品やB品とは

違い殻などが混入しており明らかに品質劣化した

もので、安く手に入るのですが、いかんせん他の

不純物の割合が一定でないということがあります。

昆野氏(根釧農試):きちっと始めの試験の中で言

わなかったのですが、私たちが試験で使用したも

のは、規格外の加熱圧片処理した小麦で、比較的

利用性が高いです。やはり加熱圧ぺン処理をしな

いと利用性が低くなるようです。 ABCのBCにも

各何段階かある中で、B4やC1というランクを餌屋

さんが買っているというのを確認しました。

座長(北大，近藤氏):ありがとうございます。三

輪先生は全国的な立場から酪農を見られており、

昆野さんは道の試験場の方ですから道全体、吉川

さんは地元十勝であること利用して工夫されてい

るということでいろんな立場が錯綜していますの

で、なるべく議論がかみ合うようにお願いします。

では全体通じてご質問もしくはコメントをフロア

からいただきたいと思います。

干場氏(酪農大):貴重なお話ありがとうございま

す。昆野さんへの質問ですが、乳量が実際減少し

たということですが、経営計算をしていらしたら

お教え願います。

昆野氏(根出11農試):しっかりした数字は頭の中に

入っていませんが、道産飼料使って餌代安くなっ

たとは記憶していません。米ぬかやふすまといっ

ても、こだわりすぎたといいますか、道産のもの

を流すラインを確保して、道外・輸入のとは分け

て調達していますので、手間賃など余計なものが

かかっている割には乳量が落ちてしまいました口

座長(北大l，近藤氏):その辺十勝とだいぶ違うよ

うですが、|経済的な面も含め何かフロアから o

小関氏(道|立畜試):吉川さんに質問ですが、 トラ

ンスバッグのサイレージの保存性と運搬性、ステ

ーションからどのくらいの地域まで供給できるの

かをお教え願いします。経済的な面を含めて御願

いします。l

吉川氏(十勝ライブストック):トランスバッグの

保存性ですが、袋に穴が聞かない限り l年半から2

年くらい置いても落ちないのではないと思います。

過去に芋で作ったときはねず、み被害が多かったで

すが、どういうわけかニンジンでは食べられてい

ないということで安心してうちの周りにおいてい

ます。十勝ならニンジン、富良野なら野菜、北見

ならカボチャなど、地域間でネットワークを組ん

で、さら比出来上がったネットワーク同士で広げ

ていくということで、互いに不足したものを流通

しあうことが可能かと思います。こちらは草が多

いので草を、別の地域からは栄養価の多い残澄を、

という具合にできないかと思っています。放牧酪

農地域の牛屋さんにさっきのニンジン粕で発酵さ

せたものを私どもで、作ってお届けしたときの乳飼

比を計算じたのですが、放牧+コンプリートだっ

たときよりもニンジン粕を利用したほうがl頭当

たり50---8b円餌代が下がったということです。た

だ、運送の方でだいぶ単価が上がってしまいます

ので、長距離の搬送は困難かなと感じております。
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座長(北大，近藤氏):ありがとうございます。そ 物の最低限必要な摂取量をきちっと守っていかな

の他。 いと牛に対するダメージが大きくなりエコの意味

がないと実感しております。

柏村氏(帯畜大):昆野さんに質問ですが、ご発表

の中で、pHが5.8以下の時間ということを指標と 相村氏(帯畜大):今回のニンジンサイレージ導入

していたのに非常に興味もちました。 1日平均で で、牧草サイレージを止めて乾草にしていますが、、

見ると変わらなくても時間ということにすると結 十勝で乾草作るのは大変ではないでしょうか。

構危険な時間帯があるのですね。今後、新しい餌、

ニンジンサイレージとか、残澄物で今まで取り入

れられていないものをどんどん取り入れていくこ

とがあるかと思います。また、ニンジンとしても

CPが8--11犯とかぱらついてくる、そのときに

TMRにするにはどのくらいにすればいいか、その

ような指標が今後TMRなど作るとき必要になっ

てくるのではないかと思うのですが、その辺のお

考えをお聞かせ願います。

昆野氏(根釧農試):今回のpH5.8以下の時間はル

ーメン内負担のよい指標と考えています。しかし、

現状ではこのようなデータの例数を増やすことは

難しいと思っています。ただ、残、透は小麦、輸入

とうもろこしなどで比べてCPやTDN、NDF、水

分など変動がありますので、使うときは品質をお

さえておいて安定したものを作っていくことが大

事なのではと思います。

柏村氏(帯畜大):吉川さんはご自身で設計などさ

れているとお聞きしましたが、新しい餌を導入す

るときどのようなことをTMRの設計の際に注意

や配慮、をなさっていますか?

吉川氏(十勝ライブストック):残漬物は非常に水

分を多く含んだものが多く、一番痛い目にあった

経験から乾物摂取量だけは絶対減らさないように

配慮しています。十勝ではカルビ}ポテトの芋残

澄、でんぷん工場の残澄、規格外の野菜など、い

ずれにしても水分の多いものばかりですので、乾

吉川氏(十勝ライブストック):乾草にした理由の

ひとつは、マックスフィー夕、ーという自動給餌機

は飼料の比重が重くなると動かなくなり、飼料の

水分含量が多いと給餌できないためです。水分多

いものを入れることで重みが増すので、餌の重み

を解消するためにある程度乾草に置き換えた経緯

があります。

柏村氏(帯畜大):ありがとうございます。三輪さ

んにお聞きしたいのですが、府県ではTMRを作る

ときの飼料設計というのはどういう方法で、行って

いるのでしょう?こういう副産物をTMRに使う

際、どのようなことに配慮されているのでしょう

か。

三輪氏(全酪連):TMRセンターには、私どもが持

っているもの、農協さんが持っているもの、それ

から酪農家個人・グループ所有しているものがあ

り、それぞれ立場は違います。しかし、私どもの

職員の方でそれぞれのTMRセンターの運営等を

ある程度承知しておりますので、大事なところは

私ども職員でお手伝いさせていただいています。

最初に未利用資源を使う際ですが、私ども新しく

緑茶粕などやっているのですが、栄養的な評価よ

りはどれだけ食えるのか、量をどこまで、突っ込ん

でいいのかがわからないということです。分析等

すればある程度栄養価などわかるのですが、牛が

どこまで食いついてくれるのかがわかりません。

その辺のことを一般の酪農家さんで実験するのは
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難しいので、私どもや試験場などで摂取量の最大

値を把握できますといろんな残溢物が使えるよう

になると思います。野菜くずなどは今までやられ

た経験がありますが、ゃったことのない残澄物は

その晴好性をつかむのが一番難しいと感じていま

す。

滑川氏(家畜改良センター十勝牧場):エコフィー

ドはどこまで賄えるのか、実質的なこと、経済的

なことはいろいろ出てくると思うのですが、それ

をどこまで、やっても海外のものに頼らなければな

らないのでしょうか。全体として海外のとうもろ

こしなどに頼らなければならないのなら、副産物

の利用だけではなく、最初から圏内で家畜用の穀

類を別途作るということを考えなければならない

のでしょうか。未利用のものをこれから使ってい

くということは、眠れるものを掘り起こすという

意味でいいと思うのですが、眠れるものはいった

いどのくらいあるのかということが重要かと思い

ます。海外のものとの合わせ技で考えなければな

らないのでしょうか。

座長(北大，近藤氏):ちょっと質問整理しますと、

エコフィードって言っているのは吉川さんの所の

十勝のエコフィード研究会ですよね。圏内産の飼

料という意味では昆野さんがされているようなも

の、全国的に考えるとニンジンのようないいもの

だけでなくいろんな残澄物を食べせなければ、と

いうこともあります。それぞれの立場から、飼料

自給率を高めるために副産物や残澄物をどのよう

に利用していくか、飼料米の利用なども含めて皆

さんから、お願いします。吉川さんから。

吉川氏(十勝ライブストック):エコフィード取り

組んで、いますが、今年輸入穀物相場高騰しました

が、絶対暴落するということも予想しておりまし

た。視察が結構多く日銀の方もお見えになってい

北海道家畜管理研究会報，第44号， 2009年

て、今年り9月にかけて大変なこと湘きますよと

いう話もわただいていましたので、ある程度それ

に対応したエコフイ」ドを作っていかなければと

いうことを考えていました。エコフィードの特徴

として水分が多いですが、液体飼料になりうるか

を考慮した上で、ニンジンなどを選びました。ニン

ジン粕が必要とする飼料全体のどのくらいの割合

を賄えるかということですが、さすがに十勝では

大量にニシジン粕ができるわけではありませんの

で十勝の酪農家全部を補える量はありません。地

域で取り組めるものを環境や循環型農業、耕畜連

携も含めまして比重を振り分けた中でうまくやっ

ていける?ではないかと思います。

昆野氏(根釧農試):試験成果としては、輸入飼料

使いません、道内飼料でやりましたとありますが、

使っているのが加工副産物になりますので絶対的

な量というものは多くありません。小麦農家さん

はいいものを高く売りたいので、今回使ったよう

な等級の低いものを進んで使うわけにはいきませ

ん。私の考えでは使えるものを使っていけばいい、

何がなん七も副産物や粕で、ということはやりすぎ

で、身近にあるものを少しでも使っていき餌を少

しでも減らしていければいいかと思っています。

全てを副産物や粕で補うのは無理がありますし、

仮に全員がやりたいと d思ってもやれるだけの量も

ありません。

三輪氏(全酪連):先ほどお話しましたようにエコ

フィード=未利用資源ではないということです。

出て来る段階では相当水分が多く、もしそれをみ

んなが利用するとなると、乾燥か発酵するしかあ

りません。l エネルギーを使って乾燥したものがエ

コなのかということになります。未利用ではある

けどエコではないだろうということになります。

そのへんの定義がはっきりしていないと思うので

すが、おそらく経済的に見て乾燥しないで、運べる

ρo 
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範囲でしか未利用資源は使えないと思います。水

を運ぶという行為は一番高くつきます。全面的に

エコフィード・未利用資源というのは難しいと思

います。輸入物の穀物・粗飼料についてお話して

いなかったのは、原料だけではなく為替の問題が

あるためです。今回のシンポジウムのお話いただ

いたとき1ドル106円でしたので自分ところで、作っ

たほうが安いじゃないかという話をしようと d思っ

ていましたが、もう今は1ドル92円になっちゃいま

した。オーストラリアドルにいたっては半分です。

現時点で、相当輸入の安い物が入ってくるというこ

とです。原料高はある程度高止まりするのかもし

れませんが、為替しだいでは輸入のほうが安くな

るときがありますので、その辺で完全に壁を作っ

ちゃっていいのかなと思います。道内産の飼料原

料を使って自給率を上げていくことはうらやまし

いと申しましたが、都府県は草地が無いので水田

をどう利用していくかが課題かと思います。現実

的なのは穀物として稲ホールクロップサイレージ

の利用で、各地でTMRセンターと組み合わせた形

ができてきています。耕畜連携ですね。私がわか

りませんのは飼料米がどこまで使えるのかという

ことです。米の流通は食用のコストがかかってい

るので餌用にはあわず、その辺のコストがどこま

でカバーできるかということが餌としてのポイン

トになっていくと思います。

座長(北大，近藤氏):今後未利用資源使う場合、

吉川さんのように自分のところで小さいプラント

作って、使うパターンしかないのでしょうか。水

分合量多いと身近な小さいプラント処理しないと

いけない、大量に処理するとなると燃料を使って

乾燥処理しなければならないということになって

しまうかもしれません。それから地域で未利用資

源使うとしたらTMRセンターでなく自分自身で

使っていくということもあると思います。一方、

最近は各地でTMRセンターできたので割と副産

物の利用がきるようになってきましたが、 TMR

センターの位置づけや個人農家の可能性はどうな

のでしょうか。ビートトップなど昔から個人で使

ってきたいろんな飼料で人手がかかるとやめたの

も多いと思います。そんなのもTMRセンターなら

使えるかもしれません。TMR技術を利用した地域

未利用資源の利用ということに関してどなたかお

考えかご意見いただけますか。

例えば昆野さんのお話しでは、反努胃のpHは

平均値でみると問題ないものの、ものすごく pH

が下がる時間帯もあるということでしたが、TMR

をl日I回どんと給与するからそういうことになっ

てしまうのではないでしょうか。餌ごとに給与タ

イミングをずらすとそういうことは起こらないか

もしれませんね。

昆野氏(根釧農試):説明が足りなかったのですが、

今回説明したのはすべてTMR1日l回給与の飽食

状態での測定になります。さらに当試験場での作

業体系も影響しているかもしれません。環境・作

業の及ぼす影響もかなりあると思います。搾乳す

る人から乳牛への働きかけというのも採食行動に

影響すると思います。分離給与であればその影響

はさらに強くなると推察されます。

座長(北大，近藤氏):吉川さんのところのエコフ

ィードもTMRという考え方ですか?

吉川氏(十勝ライブストック):はい。 TMRの方が

利用価値は高いと思います。来年やってみたいこ

とがひとつありまして、 TMRを発酵TMRに置き

換えて給餌してみたいと思っています。今年は1

ヶ月くらいしかできなかったのですが、同じ餌を

ただ発酵TMR~こしてから給与したら30日間、乳量

が増加しました。それをなぜ、続けなかったかとい

いますと、ものが定期的に入らなかったため1ヶ月

だけになってしまいました。発酵TMRにすること
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によって繊維とか穀物系の消化率がぐんと上がる

かもしれないと思っています。

相村氏(帯畜大):吉川さんは自分でTMRを設計し

ていますが、私の回った農家では飼料メーカーが

設計をしています。そうしますと自分のところの

配合飼料を使ってほしいという思惑が出てきたと

きに、未利用資源を利用したいいTMRを設計して

くれるのでしょうか。吉川さんみたいに自分で何

とか安く作ろうという人はいいかと思いますが。

その辺配合飼料メーカーとして全酪連も購買をさ

れていると思うのですが、いかがでしょうか。

三輪氏(全酪連):私どもはあくまで指導購買であ

りまして、酪農家さんの求めるものを供給してお

り、餌を作って押し込むというわけではありませ

ん。配合飼料にしても粗飼料にしても農家さんが

こういうものを作ってくれというものを供給する

のが、我々の立場です。ただ、基金の問題があり、

基金の対応のために配合飼料を入れるというのは

確かに現実にあります。配合飼料を基礎に計算し

た方が設計しやすく、また、全てを未利用資源と

いうのは現実的にかなり難しいですから、基礎的

なところを配合飼料でみさせてもらっています。

どれだけコストを安くできるかという競争ですか

ら、未利用資源を入れてトータルで安くして供給

するというのが我々のスタンスです。

相村氏(帯畜大):吉川さんのところでもCP18や

20切の配合を使っているようですが、どういうとこ

ろを配合に求めていますか?

吉川氏(十勝ライブストック):私は、エコフィー

ドをやっているから輸入穀物反対派、というわけ

ではありません。エコフィードを作るとき、配合

は乳量に応じてサプリメント的に使用するのに適

していると思っています。なぜ配合を以前のから
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今の配合止変仰と吋すと、問ころの

ベースになる飼料設計をそのときの乳量に一番合

う配合を使用していますので、そういう面で配合

が非常に便利であることは間違いありません。

相村氏(帯!畜大):マックスフィーダーでは配合飼

料は別給与ということで割合を変えられると思う

のですが、J頭ず、つの乳量で配合の給与量の補正を

しているのでしょうか?

吉川氏(十勝ライブストック):作ったときの

TDN・cpの割合を考慮してそのときにあった配

合を使っています。 TMRのほうでCPが高くなっ

てしまえぼある程度サプリメントが必要と思いま

す。また牛群のどこにターゲットをおいてTMR

を作るかということによって変わってきますので、

配合は便利な存在であることは確かです。

柏村氏(帯畜大):現在のTMRの乳量レベルはどの

くらいでしょう?

吉川氏(十勝ライブストック):皆さんにお伝えし

たのは乳量35キロの乳脂肪3.7切ですが、自分のと

ころで現在は平均乳量40キロの乳脂肪3.8%、体重

680キロの牛に対して充足率100%になるような

TMRを作うています。 TMRの中には配合は入っ

ておりません。40キロ超えると乳量2キロに対して

配合1キロ上げるような感じです。

相村氏(帯畜大):私も昨年搾乳ロボットを利用し

ている農家で調査したところ、やっぱりパーシヤ

ルミクストレーションでした。その農家ではTMR

を乳量何キロの牛群レベルにするか、配合飼料を

乳量にあわせてどのように給与量を変えていくと

いったことが、難しい課題であるといっていまし

た。吉川さんも配合を用いて調整しながら高能力

牛に対応しているということでしたが、TMRのべ
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左氏:このシンポジウムのテーマが北海道畜産を

目指してとありますが、もっとホールクロップや

コーンサイレージなどいろんなものが出てくると

思ったら出てきませんでした。特に昆野さんのと

ころで草地型酪農で道産飼料100%といったとき

に、コーンなどをラップサイレージにして長距離

輸送が可能になっていますのでいろいろなエネル

ギー飼料の利用ができると思うのですが、酪農業

界ではそういうことがないのでしょうか。私は肉

牛生産者の協議会の仕事をしていますが、いかに

して配合飼料のないとき、外から穀物が入ってこ

ないときにどうしょうか、と考えています。こう

いうときにどうやってとうもろこしを作ったらい

いか、耕畜連携や遊休農地の有効利用などを考え

ています。あと、大規模に肉牛とか酪農で、やって

いるところではおそらく自分で自分のところの餌

昆野氏(根釧農試):今回私が説明しましたサイレ を作っている場合ではありませんので、どこかへ

ースラインが乳量40キロというのにはび、っくりし

ました。そのくらいで大丈夫という見通しでしょ

うか?

吉川氏(十勝ライブストック):ロボット搾乳のと

きの配合の重要性というのは搾乳時の追い込みも

加味されていて、そのときに作るTMRの飼料設計

によってはTMRに牛が満足してロボットの搾乳

に行かなくなるというのがl点挙げられますので、

搾乳ロボットの場合はTMRを何種類か作ること

が必要かと思います。私の所では乳量40キロに対

応したTMRを給与していますけれど、 120頭いる

ものですからやはり牛群のばらつきがあります。

以前、3回搾乳の時、平均乳量が37"'-'38キロでした。

今は2回搾乳に戻しており、高能力の牛群と低い牛

群の二つが現れてしまいましたので、 120頭中90

頭分は乳量40キロ、残り30頭は乳量25"'-'27キロに

対応するTMRを給与しています。

柏村氏(帯畜大):つなぎの中で2種類のTMRがあ

るということですか?

吉村氏(十勝ライブストック):そうです。

座長(北大，近藤氏):配合の話が出て、吉川さん

はサプリメント的で使いやすい、昆野さんのほう

も配合をいかに道産飼料に置き換えていくかとい

うことだったかと思うのですが、そろそろ、どな

たか先輩諸氏から粗飼料の話が出ないのかと言わ

れるような気がします。外国産飼料に頼らないと

いう意味では、そこが重要かと思うのですが、牧

草サイレージの質を上げるとか、サイレージを2

種類混ぜるとか、様々あると思います。組飼料の

観点、から少しお願いします。

50%、泌乳中後期においては60%でした。これは

どういった数字かといいますと、過去の道の試験

などで組飼料割合を高めると乾物摂取量が前期に

おいては低下し、その結果十分に栄養摂取できず

に障害・悪影響でるということが示されておりま

す。それを根拠に現在は前期で50旬、後期で65切と

いう割合で検討を進めております。乳量を維持し、

かつ後期の疾病を少なくし、繁殖もある程度の成

績を維持しながらさらに粗飼料割合を上げていく

ことは、今ある自給飼料、チモシーサイレージを

使っていく中では難しいと思っています。草の割

合をただ高めていき、もし仮に100%サイレージだ

けで飼いましようとなりますと、サイレージに品

質がいくらよくてもTDN70を超えませんので、今

の牛にとっては栄養障害になります。また、タン

パク質についても必要量を供給できなくなります。

乾物摂取量に応じ、十分なTDN・CPが含まれる

ようにすることが重要と思います。

ージの与え方は、泌乳前期においてはTMR中の 頼まなければいけないかと思います。そうします
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と、とうもろこしをエネルギー飼料として利用す

るために、生育ステージごとにエネルギー含量が

どのように変わるのか、うまく輪作体系の中に取

り入れるにはとうしたらいいのかなどといった話

が出るかと思っていました。しかし、そういう話

がまったくありませんでした。その辺について昆

野さんからお考えを。

座長(北大，近藤氏):いつかそういうご指摘が出

るかと思っていました。道東の自給飼料じゃなく

て北海道の試験場ですからトータルな話もしてい

ただくほうがいいかと思います。道全体としてな

らコーンやアルフアルファの利用などの話が出て

くるかと思いますが、いかがでしょう。

昆野氏(根釧農試):今日紹介した試験はBSE発生

後の平成17年度にかけて行われており、当時は道

東ではコーンを安定してマルチで栽培できるかと

いう検討を行うにとどまっており、食べさせる試

験というものまでは踏み込んで、いませんでした。

マルチで栽培法を工夫すると道東でもそれなりに

収穫できるきっかけがつかめて、当試験場の作物

科で後継課題として今道東における安定栽培を一

生懸命研究しております。品種的には早いのが出

て、道東でも作付面積が増え、ここ何年か道東気

象条件がよいことも合わせて、爆発的に増えてい

ます。ここ何年かはありませんが、そのうち冷害

年というのも出るかもしれません。根釧農試の作

物科で昨年とうもろこしの黄熟に達する確率を衛

星画像、過去の30年程度の生育データを基に出し

ています。道東では毎年黄熟期に達するとは限ら

ず、そういうリスクを覚悟でトウモロコシを作る

目安として準備しています。

座長(北大，近藤氏):日本全体として粗飼料の質

などにおいて三輪さんからお話しが聞けるかと思

いますが、その前に道立畜試の小関さん、道全体

として自給飼料の位置づけなどお願いします。

小関氏(道立畜試):昆野さんが言われたことが、

とうもろこしの限界地帯での取り組みです。根釧

は、そうしiうところで、エネルギ」をとっていこう

という取畑みが始まっています。これには輸入

穀物の価格が相対的にあがってきていますので、

できるだけ自分のところで飼料が確保できれば外

からの要因で経営を左右されないという基本的考

え方があります。今、北海道として新しく取り組

んでいますのは、エネルギー飼料をしっかりとろ

うというニとで、コーンをホールクロップでなく

上のほう、l実のところだけをピックアツフ。してよ

りエネルト価の高いサイレージを作り飼料を自

給していこうという取り組みと、本州で取り組ま

れておりますような飼料米への取り組みです。北

海道でも耕作放棄地や転作作物がないという畑が

増えていますので飼料米の取り組みがもうひとつ

の取り組みとして始まっています。飼料米もホー

ルクロップでなくて実取りでどうにかいかないか

ということも考えております。三輪さんは流通コ

ストの問題を述べられていましたが、自分たちで

作る穀物をしっかり位置づけて全体でのコンセン

サスを作っていくということが大事なのではと思

います。

三輪氏(全酪連):都府県ではとうもろこしを作っ

て給与したとしても、供給量が少ないため飼料計

算で出くわすのは10キロくらいで終わりです。自

給粗飼料全部といった北海道の条件はうらやまし

い話です。:自給粗飼料限界値といいましでも都府

県は下の限界で、どこまででアシドーシスがでな

いで食わせるか、という食わせ方になります。特

に水田をどう利用できるかというのはおっしゃる

とおりだと思います。畜産側だけではなくて、国

全体として水田を保持していくという長い目での

政策をしていだだくしかないと、補助金なくなっ
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たらまた元に戻るということになってしまいます。

そういう確認が飼料米については必要になるだろ

うと思います。輸入粗飼料は海外との貿易の中で

やはり為替の影響が大きいと思います。かつて

我々が北海道から牧草を入れていたのを輸入に切

り替えたのは、プラザ合意があって米ドルが280

円から110円まで下がったことで圧倒的に輸入粗

飼料が安くなったためです。そういう意味では為

替がどう動くか誰にもわかりませんので、我々に

できるのは円安になったときに予防策として自給

率を高めていかないといけないということだと思

います。今年の夏、秋ごろまでは風が吹いていた

のですが、我々もコンテナで道産サイレージを大

阪まで運びました。ちゃんと売れました。おそら

く出始めはいろいろ苦労があるかもしれませんが、

圏内粗飼料の流通というのを整備しなければなら

ない時期に来ているのではないかと思います。

いうことが本来の畜産のあり方ではないか、それ

を求めていこうとすれば家畜の能力、どんな牛を

飼うかという根本から考えなければならない、環

境から考えても、環境問題、循環から考えても、

土地にあった牛と土地にあった餌を使うというこ

とが将来的にいい方向なのではないかと思います。

そういう方向に向けて今どうすべきなのでしょう

か。吉川さんから価格高騰からまた安くなるかも

という話は出てはいましたが、この機会に今きち

っと方向性を見極めておかないとまた同じことを

繰り返してしまう可能性があると思いました。

座長(北大，近藤氏):ありがとうございます。確

かに牛自体の能力も考える必要はありますし、吉

川さんが言われたサプリメントとしての濃厚飼料、

輸入によるか自給するかは別ですが、非常に重要

な問題が含まれていると思います。左先生が言わ

れたように、できるだけ組飼料を生産し、作った

座長(北大，近藤氏):ありがとうございます。粗 分に足りない分を輸入飼料で、補っていくという考

飼料自体の話に来たところでだいぶ時聞が押し迫 え方が大事だろうと思います。昆野さんはそうす

りました。フロアからあとお一人どうぞ。 ると今の泌乳能力の高い牛は搾ることができず、

干場氏(酪農大):外国産飼料に頼らない北海道畜

産ということですが、頼らないというのはゼロに

することではないと思います。今の飼料自給率は

どのくらいでしょうか。少し前まで50%くらしか

なかった、北海道ですら、という状、況だったと思

います。海外に頼り過ぎていて、今回のように価

格の問題で一気に耐えられないということになっ

たかと思います。外国産にできるだけ頼らないよ

うにするとしたら、他の条件をまったく変えずに、

今の牛の能力もあると思います、餌だけ変えよう

とするからまずいだろうと思います。穀物を米か

ら取るということもひとつの方法としてあると思

いますが、長期的に見て穀物をたくさん輸入する

よりは他の穀物を作るのが優先じゃないか、それ

ぞれの地区で人間と競合しない餌を食べさせると

乳量水準を6，000""7，000kgに、落としてもいいの

ではという話でした。この問題には2つの側面があ

るかと思います。ひとつは各農家の所得が確保で

きるかどうかということふもうひとつは三輪さ

んおっしゃった全国800万トンの生産を、北海道な

ら390""400万トンをどう確保していくかという問

題があります。我々はトータルに見ていかないと

いけません。干場先生がおっしゃっていましたが、

どこまで外に頼るのかという点で、す。今年は、為

替や先物に振り回されるのはたくさんだ、これ以

上振り回されていいのかということを思い知らさ

れたと思います。今回は生産者の側の議論でした

が、消費者は食の安全を求めていると同時に安価

な製品も求めています。生産者が飼料自給率を上

げて生産しても、消費者は安価な輸入製品を選ん

でしまうかもしれません。国産飼料あるいは飼料
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自給率の高い条件で生産された製品がやっぱりい

いと J思ってくれるような状況を作っていかないと

伸び悩んでしまうのかもしれません。いずれにし

ましでも消費者の方にどうとらえてもらえるかと

いうことを考えないといけないということだと思

います。美しいキーワードだけでない「外国産飼

料に頼らない北海道畜産」ということを考える材

料に今日のシンポジウムがなればと思います。時

間が来ましたので中途半端なまとめですがシンポ

ジウムを終わります。皆様ありがとうございまし

た。
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2008年度現地研究会「外国産飼料に頼らない酪農(畜産)はどこまで可能か?J

2008年度現地研究会に参加して

石松亜 記(サージミヤワキ株式会社)

2008年9月2日から3日にかけて、「外国産飼料に

頼らない酪農(畜産)はどこまで可能か?Jをテ

ーマに十勝地域での現地研究会が行われ、およそ

40名が参加した。

1 .十勝ライブストックマネジメント(帯広市昭和町)

(株)十勝家畜人工授精所の吉川社長によって

設立され、現在は吉川要さんが経営を行っている

牧場。 2006年に最新の設備を備えたタイストール

牛舎が完成し、 2年目を迎えた0

・土地面積23ha

-乳牛合計頭数250"-'280頭(うち搾乳牛90"-'120

頭)

. 1頭 あたり平均乳量 37"-' 38kg /日

(11，OOOkgj年)、乳脂肪3.7%

.MUNは14.77程度。

・スタッフの勤務体制:早番4: 00"-' 12 : 00、

遅番12: 00"-'19 : 00 

従業員は5名(うちl名は事務)

写真 1 120頭のタイストール牛舎

【機械・施設】

・120頭 (60頭+60頭)のタイストール牛舎(乾

乳期のみフリーバーンで飼養)、 トンネル換気

・搾乳ユニット自動搬送装置(キャリロボ)を

使っており、 l回の搾乳は1時間半ほどで終了

(l日3回搾乳:4時、 12時、 19時)

-自動給餌機(マックスフィーダー)を使用し

て1日5回給餌を行う。フィーダーには 1日2回

投入。

・パーンクリーナーは1日3回使用

牛舎は屋根が高く全体的にゆとりのあるっく

りで、牛舎の配置(土地を高盛して川の冷気を利

用)を考えて建てられている。またトンネル換気

や牛舎構造によって風が通りやすくなっており、

カウコンブオートに配慮した牛舎とのこと。牛床

も麦稗をたっぷり使って、ほとんどの牛がゆった

りと座っている状態だった。通路も機械作業が行

えるよう広く作られており、省力化した効率の良

い管理が行われている様だ。

【飼料】

・土地面積が少ないため購入飼料が中心とな

るが、外国産飼料をできるだけ使わずに、地元

の規格外野菜を利用した TMRを牛に与えて

いる。その時に使えるものを飼料としており、

長いもは地元の4工場と契約。

-設計は吉川さん本人が行い、飼料分析は十勝

農協連の分析センターを利用。

・乳量30kg(乳脂肪4.0%)の設定までは国産

飼料のみ(ニンジン、ビートパルプ、ビール粕、

醤油粕)

• 1頭あたりの飼料費は1082.5円 (2006年の

TMR)から589.7円 (2007年のTMR)に節減で

きた。

・コンビラップで、 1時間に30個のサイレージ

が生産される。デントコーン用の機械を転用し

ており、ニンジンだけでは形状が崩れたり、汁

が流れ出るなどするため、乾牧草をあらかじめ

カッターで切断したものを40%入れ、サイレー
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200糊現地研究会に参加しJ
ジ化山明…L量が山う …日種類ものサイー… 800

だ。 個の梱包を手で、詰めたり、ニンジンだけでなくイ

写真2 サイレージ化されるニンジン

画噛冒圃園田園画面

写真3 サイレージをつくるコンビラップマシン

また、ニンジンを飼料に利用するようになって

から、餌の食い込みが良くなり、発'1'育がはっきり

したり、乳房炎のダメージが小さくなるなどの効

果も大きいそうである。飼料として利用する経緯

については、TMRをつくるつもりで調べていくう

ちに利用することになった、「目の前にあり、おい

しいので」ニンジンを利用したとのことだが、最

写真4 十勝ライブストックマネジメント代表の
吉川要氏(右から2番目)

モもTM~中に含まれているなどのエピソードか

らは、実際に酪農経営をされている方ならではの

工夫や努力が感じられた。

2.神野でんぷん(河西郡更別村)

こちらでは、原料のジャガイモからでんぷんが

製造される過程と、でんぷん粕からサイレージを

製造する過程について視察を行ったo 以前北海道

に20附 lFどあったでんぷん工場も、輸入品に押

されて統廃合が進み、現在は数軒が残るのみとな

ったが、昭和22年に創業されたこの工場は昔なが

らの製造梓を残しており、平成11年に日本に唯

一の在来型工場として、産業遺産に認定されてい

る。!

写真5 される神野でんぷん神野社長(左から二人目)

【でんぷん粕サイレージ】

原料イ半の搬入はお盆から12月末までと、 3月

中旬から閉までの年に2回行われ、 60tの原料イ

モから約7|.5tのでんぷん粕が発生する。これをス

クリューアレスで脱水しパックにつめで発酵させ、

粉末おから、ふすま、米ぬか等のほかの粕類と混

ぜ、熟成U、牛・豚用飼料として500kgノ守ツク(税

込15，75叩単位で販売。でんぷん粕やその他の

原料の割合はや十勝管内に飼料として販売するよ

うになって、 5年ほど経過したとのことだが、飼料

高騰の影響からか、現在は1500パックを10""20軒
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に販売し、ほぼ全量を売り切りっている。増産す

ることも可能だ、が、他の原料の調達が難しく、粕

だけの販売も行っているとのこと。搾乳牛l頭あた

りの給与量は3kgで、乾物摂取量が増える効果が

あるのではないかとのことだ。それぞれの原料の

調合や製法については、神野社長が独自に調べ、

ヒツジも使うなどして研究を重ねている。

写真6 でんぷん粕から水分を搾り、下のパックにつめ
て発酵させる

写真7 でんぷん粕の給与試験を行っているヒツジ、

【でんぷん工場】

工場内は迷路のように入り組んでおり、また狭

いため、 2班に分かれて視察を行った。稼動する音

で説明がよく聞き取れないのが残念だったが、建

物のほとんどが木造で、あちこちに木材や配管の

材料や工具が並んでいたり、柱に手書きで操作の

説明や何かを調合する割合が書カ亙れていたりする

様子から、マニュアル化、機械化できない、この

工場のこだ、わりが見えるようだった。この工場で

は古くからの製法でつくられるでんぷんを「つぶ

つぶでんぷん」というブランドで、製造の過程で

出てくる粒の小さいでんぷんを一般のでんぷんと

して販売している。この工場の特徴を生かした独

自の商品をつくり販売先を開拓していくことで、

安値の輸入品と対抗せずに高い価値で商品を販売

でき、また残澄も飼料で販売することで利用され

ている。

3. (有)コスモス(上川郡清水町)

この牧場はJA十勝清水のブランド「十勝若牛」

を生産。「十勝若牛Jは一般的な肥育ホルスタイン

牛と比べ、肥育出荷時の月齢がおよそ13---14ヶ月

と短いのが特徴で、 4戸の牧場で生産されJA子会

社の(株)十勝清水フードサービスで加工されて

いる。

写真8 肥育後期の牛舎

清水町では酪農の規模拡大によって年間10，000

---12，000頭の初生が産まれており、これを町内で

利用するために10数年前から取組みを行ってきた

そうだ。屠畜を始めたのは平成8年で、以降年間の

出荷頭数をおよそ3000頭に増やしてきた。去勢ホ

ルスタインオスの超若齢肥育はこのブランドだけ

とあって、その飼育管理については、独自のマニ

ュアルを設定している。

こちらの牧場では晴育施設を整備する事で牧場

内での一貫生産が可能になったが、自動晴育では

なく、l頭ず、つのハッチ飼いで子牛の観察に重点を

置いている。 1日l回の晴乳で、晴乳後にクエン酸

を添加し、体液に近い塩分に調節した味噌汁を飲

ませている。 20---25日の早期離乳で、 1---2ヶ月齢

F
h
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2008年度現地研究会に参加しサ

までの事故率はl、2%以下。約2ヶ月で去勢しM 超弱齢肥育によって回転が早く、経済効率が良く

ヶ月を育成期とし、 M ヶ月で通常の素牛まで育 なり、農業者の経営状況の改善やリスクを回避す

てる。体高を低く、腹が下がらない牛をつくるた ることも令きるそうだ。加工先があることや、コ

め、乾草やコーンサイレージの良質な粗飼料を3 ープ神戸をはじめ、全国各地に販売先を開拓する

........6ヶ月にかけて給餌。通常若いときにはサイレー など、農協と組合員が一体となって行ったからこ

ジを与えないことが常識だそうだが、ここでは全 そ、成功した取組みと言える。

期間を通じて発酵飼料を与えている。6ヶ月までに ! 

タンパクと粗飼料を確保して腹をつくり、9ヶ月か 4.新得TMRセンター(上川郡新得町上佐幌)

ら肥育期間はTDNが高い側餌を食べさせ肥育。 新得TMRセンターは、新得町上佐幌地区の農

7........8ヶ月は育成と肥育の中間の状態。

写真9 新しい晴育施設。 1頭ず、つのハッチ飼いを行う。

写真 10 育成牛舎

「十勝若牛」の肉は赤身で、熟成した肉の味と

比べると物足りないそうだが、柔らかく、脂が少

ないために普通の牛肉よりも食べる量が増えるそ

うだ。東京と大阪市場の価格を参考にしており、 6

割が格付けでB2にあたる肉になる。

ホルスタインの成長曲線は直線で進んだ後鈍化

する。 15........16ヶ月までは筋肉成長が行われるが、

あとは脂肪をつけていくだけのため、このような

業法人と酪農家14戸で構成されている。平成21年

までに5500頭で5万トンの出荷を目指すという計

画のもし労働力不足を補い、多頭飼育を可能に

するため仁平成17年8月に稼動をはじめた、新しい

TMRセンiター。生産調整によって計画通りに行か

なかった面もあるが、労働時間の短縮(1農場あた

り3........3.5時間)や乳量増加(当初削kgj頭)と

いった効果が表れており、地域の生産を支える存

在として、|今後ますますTMRセンターの役割が大

きくなるものと思われる。特に新規就農を目指す

は、飼料調整のための機械が必要なく、

つての資金が少なくて済むというメリ

ため、新規就農の受け入れもしやすく

写真11 サイレージは香りがよく、品質が良さそうだった

外国産飼料に頼らない飼料をつくるため、ビー

ル粕、ビ←トパルプ、醤油粕といった国産原料を

使うほか、|コーンサイレージやグラスサイレージ

の質を上げていくことで、輸入牧草を減らそうと

している。!実際に今年はグラスサイレージの予乾
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状態がよく、輸入乾草を減らしてコストの削減に

つながった。コーンは85日タイプを選定している

が、今後は82日タイプを軸に、面積の3割に80日、

75日タイプを導入していく予定。牧草地は25"-'

30ha/年の割合で更新を行い、良質な自給飼料の

確保にも努める。

写真 12 TMRを計量し、密封する機械

写真 13 パン力一サイ口

また、導入時に過肥の牛が多かったことからタ

ンパク質、ミネラル、ビタミンを充実させ、エネ

ルギーは控えめにし、ボデ、イコンディションスコ

アも記録している。牛のフレームが大きくなり、

スコアも利用農家の反応も良好とのこと。

餌は4種類に分けて作られている。ミキサ}で撹

持し、シリンダーで、重量を測って空気を抜いて密

封する。この状態で4日ほど保持できるが、穴があ

いたりして空気が入ると質が落ちるため、運搬に

も非常に気を使っていた。

5.友夢牧場(上川郡新得町上佐幌)

現在の飼養頭数は570"-'580頭で、この地区のリ

ーダー的存在の牧場。生産調整に協力するために

率先して減産を行ったが、当初計画していた頭数

に向けて来年300頭増頭する予定で、新しい牛舎を

建築中。

写真 14 説明を行う友夢牧場湯浅佳春社長(右)

土地面積が少ない分、地域の畑作農家にデント

コーンの作付けを委託したり、堆肥を利用しても

らうなどの体制を取っている。晴育・育成は町内

の育成牧場を利用し、生後1週間から10日で預託し、

分娩の1ヶ月前に戻す。そのほかコントラに収穫作

業も委託している。

牛群は8群に分けて管理しており、発情発見は牛歩

と1日5、6回の目視で行う。繁殖は396日間隔で、

平均産次は2.7、平均授精回数は2.6"-'2.8。

施設は搾乳舎、晴育・育成舎、堆肥舎(5000m3)、

パンカーサイロ、ミルキングパーラー (26頭ダブ

yレ)など。

20年ほど前から、農業を一般消費者に理解して

もらうための取り組みを始め、酪農教育ファーム

の認定を受けて修学旅行生や個人旅行者などを毎

年3000人以上受け入れている。環境にも配慮した

経営を心がけており、畑作農家との連携やパーラ

ー排水のオゾン処理システムを導入している。
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力をかけず、に高い生産性を上げていくための工夫

や取組みは素晴らしいものだった。ここ最近は、

飼料高騰によってコストの安い食品残澄に目を向

けられてきた感はあるが、残澄といえども利用で

きれば立派な資源となる。いつまでも海外の情勢

に振り回されないためにも、できれば経営内の組

飼料、そして地域の資源など、できるだけ圏内の

原料で生産を行い、消費者もそれを理解して支え

写真 15 パン力一サイロは1300t *5本から1300t * 
るような仕組みが出来て欲しいと思っている。

9本、 800t *8本に

写真 16 624ストールのフリーストール牛舎

また、エコフィードの取組みとして、農協のニン

ジン工場と契約して牛に給餌しており、こちらは

サイレージ化して通年給与していきたいとのこと。

またスイートコーンパルフ。を1200t /年、ミキシン

グに最大9kg利用しているが、こちらも噌好性が

良くなり、乾物摂取量を上げる効果があるそうだ。

地域の作物残澄を利用し飼料のコスト削減にも努

めているが、今後は原料の調達の競争が起こり、

手に入れにくくなるかもしれないとのこと。

視察を終えて

今回の視察では、飼料や資材費高騰の中で十勝

地域の先進的な事例を見せて頂くということで、

非常に興味があった。視察させていただいたそれ

ぞれの牧場からは、酪農の生産を支え、地域の生

活も守っていくという強い信念が感じられたが、

それと同時に規模拡大を図りつつも、コストや労
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海外会議報告

現場レベルでの家畜福祉評価に関する国際ワークショップ参加報告

瀬尾哲也(帯広畜産大学)

秋の気配が感じられる9月10日から13日、ベルギ

ーのゲント大学 で 行 わ れ た International

Workshop on the Assessment of Animal 

Welfare at Farm and Group level (W AFL)に

参加した。このワークショップは、 3年に一度開催

されるもので、 1999年コペンハーゲンから始まり、

前回は2003年のウィーンで開催され、今年が4回目

である。参加者はヨーロッパの研究者が大半で、ある

が、カナダ、アメリカ、オーストラリアからの参加

もあった。またチリ、ウルグアイ、メキシコなど

Welfare Qualityプロジェクトに加わった国からの

参加者も目立ったo 参加者は総勢260名である。家

畜福祉評価だけのワークショップでこれだけの人

数が集まるということは、いかに家畜福祉評価法が

注目されているかがよく分かる。日本からは、茨城

大学の小針大助氏、麻布大学の新村毅氏が参加した。

招待講演、口頭・ポスター発表ともに 8つのセ

ッションがあり、家畜福祉指標の自動記録法の開

発と改良、情動および人間と動物の関係評価、家

畜の遺伝的改良による福祉の向上、家畜の健康評

価、家畜福祉法の開発と改良、フリー・トピッ夕、

ステークホルダーの意向、家畜福祉評価法の現場

への応用で、あった。また 5つのワークショップ(乗

用馬、動物園、粗放的生産システム、披行、家畜

福祉法)も開催された。

ポスター発表の時には、 7種類ものベルギービー

ルが提供さオL グラス片手に討論した。またコーヒ

ープレイクの時にはベルギー名産のチョコレート

やワッフルも堪能で、き、食べるのも忙しかった。

今回我々が特に注目していたのは、 2004年に始

まった EUの家畜福祉研究プロジェクトWelfare

Qualityの進捗状況で、ある。既に家畜福祉評価基

準が作成されており、それをもとに実際に農家レ

ベルで、適用した乳牛と豚に関する結果報告もあっ

た。乳牛では、 goodfeeding， good housing， 

good health， appropriate behaviourという

4側面から12の評価大項目が作成され、最終的に

Excellent， Good， Basic， N ot classifiedの4

段階で4側面ごとに評価し提示するというもので

あった。実際の評価の結果調査者間の信頼性(誤

差)やトレーニングの必要性、動物ベースの評価

指標は長い調査時聞が必要であったこと、放牧地

での福祉評価に関する研究が少ないなど、実際的

な問題点も挙げられた。また、我々も発表した

ANI (Animal N eeds Index)法については、イ

タリアでのANI法を改良し、オーガニックファー

ムの評価を試みた発表しかなかった。

この他、管理者の接し方と生産性との関係に関す

る発表も多く、ブタの去勢が将来的に禁止されるこ

とを見通し、遺伝的改良によりアンドロステロン、

スカトール、インドールの発生を抑制しようとする

研究も興味深かった。さらに、ウシ、ブ夕、ニワト

リ、ウマ、ヒツジといった家畜以外にも、魚類やウ

サギに関するポスター発表もみられた。

次回2011年の本ワークショップは、行動研究者

にはおなじみのカナダのゲ、ルフ大学で、開催される

ことが発表された。

写真ゲン卜の街並み
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『北j毎道畜産の将来を考える会J活動報告

2008年12月5日

北海道畜産学会高橋潤一会長

北海道草地研究会堀川洋会長

北海道家畜管理研究会柏村文郎会長
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北海道畜産の将来を考える会

会長岡本全弘

企画委員長小関忠雄

2006年8月に北海道畜産学会、北海道草地研究会および北海道家畜管理研究会が、 3学会・研究会

合同によるシンポジウムの定期的な開催や北海道畜産の将来有向について「研究者の立場」から協

同で検討することを目的に本会は設立された。 i 

これまで単年度で3学会・研究会による合同シンポジウムは開催されたことがあるものの、 2006

年および2007年の2年にわたりこのような合同シンポジウムを開催したことは、一定の成果であった。

2006年12月に開催されたシンポジウムでは飼料自給率、酪農肉畜近代化計画および家畜福祉の動き

を取り上げ、 2007年の合同シンポジウムでは環境や生活評価を取り上げた。いずれも200名近い参加

者があり、活発な議論がなされた。シンポジウムにおける総合討論の様子は、文書に取りまとめ、

各学会・研究会に提出した。

本会の趣旨が、「研究者の立場」からの検討であるため、合同シンポジウムが優先されて企画され

た。しかし、企画委員会では、生産者の意見を研究ヘ反映できるように生産者との定期的な話し合

いを模索した。これは北農中央会との合同企画として、道内J1¥組合長との懇親会として計画された

が、諸般の事情により実現しなかった。

最近では「物質循環」の考えが広く支持されている。道内3学会・研究会は以前からこの点につい

て取り上げ、議論を進めてきた。今後も、それぞれの学会の!立場から検討を進めるであろうが、 3

学会・研究会で共通する部分も多い。また、いずれも学会・研究会も産業と密接に関連しており、

研究成果を示したり、研究の必要性を現場に求めるなどの活動が、産業と議離せず発展するために

必要である。これはいわば「情報の循環」であり、 3学会・研究会に属する研究者は、こうした意識

が是非必要で、あろう。 I

一方で、生産履歴などに代表される「トレーサビリティー」が「食品の安全」に向けて注目され

ている。 3学会・研究会は、いずれも、この「食の安全」とも密接にかかわる学術的分野を受け持っ

ている。私たち研究者は、こうした社会的要請へも対応しなければならないだろう。トレーサビリ

ティーの考え方は研究紹介にもあてはまり、正確な情報の提供のため、学会・研究会は協同して尽

力すべきである。

本報告書には、 2006年および2007年にわたる「北海道畜産の将来を考える会」の活動をまとめた。

別に提出したシンポジウム記事とあわせ今後の検討材料としていただきたい。
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岡本全弘・小関忠雄

2006"-'2007年度「北海道畜産の将来を考える会」活動報告

2006年度

1. 委員の委嘱

北海道畜産学会(服部昭仁)、北海道草地研究会(前田善夫)および北海道家畜管理研究会(干

場信司)、 3学会・研究会長連名で委員委嘱 (2006年8月23日)。

委 員: 岡本全弘・柏村文郎・近藤誠司・高橋潤ー・富樫研治・服部昭仁・干場信司・

堀川 洋・前田善夫・松中照夫

(以下、企画委員)上田宏一郎・小関忠雄・玖村朗人・三枝俊哉・島田謙一郎・

村井 勝・増子孝義・出口健三郎・寺脇良悟・中辻浩喜・猫本健司・花田正明・

森田 茂・山本裕介(五十音順)

役員:会長:岡本全弘、企画委員会委員長:小関忠雄、

事務局長:森田 茂、事務局:中辻浩喜・花田正明・山本裕介

2. 第 l回全体委員会

日 時:2006年9月6日(水)12: 00 12: 45 (北海道畜産学会大会会期中)

場所:北海道農業研究センター

3. 第 I回企画委員会事務局会議

日時:2006年9月26日(火)10: 30 17: 00 

場所:道立畜産試験場

参加者:小関忠雄(企画委員長)、出口健三郎(企画委員)森田 茂(事務局長)、

(以下、事務局)中辻浩喜、花田正明、山本裕介、

4. 北海道畜産学会・北海道草地研究会・北海道家畜管理研究会 2006年度合同シンポジウム

日時:2006年12月12日(水)13: 30 17: 30 

場所:北海道大学学術交流会館講堂

テーマ:北海道畜産の将来を考える

実行委員長:岡本全弘(北海道畜産の将来を考える会会長:酪農学園大学)

座長:干場信司氏(北海道家畜管理研究会会長:酪農学園大学)

前田善夫氏(北海道草地研究会会長:北海道立根釧農業試験場)

話題および話題提供者:

1)北海道を支える飼料資源 飼料自給率の向上に向けた今後の対応方向

農林水産省生産局畜産部畜産振興課草地整備推進室長大橋史郎氏

2) r北海道酪農・肉用牛生産近代化計画」策定の背景と目指す方向

北海道農政部食の安全推進局畜産振興課主幹上田泰史氏

3)家畜管理に求められる新しい流れ EUの動向とOIE基準等

北海道大学大学院農学研究院教授近藤誠司氏

参加者:講演会約200名、懇親会(エンレイソウ)約60名
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「北海道畜産の将来を考える会」活!動報告

第 2回全体委員会

日時:2006年12月12日(火)12: 00 13: 00 

場所:北海道大学学術交流会館第2会議室

報告事項:

1)経過報告:企画委員会委員長(小関忠雄)

2)会計報告:企画委員会事務局長(森田 茂)

5. 

第 l回企画委員会事務局会議

日時:2007年8月31日(金)10: 30 

場所:道立畜産試験場

参加者:小関忠雄(企画委員長)、出口健三郎(企画委員)森田

(以下、事務局)中辻浩喜、花田正明、山本裕介

北海道畜産学会・北海道草地研究会・北海道家畜管理研究会2007年度合同シンポジウム

日時:2007年12月4日(火)14: 00 1 7 : 00 

場所:札幌エルプラザホール ! 

テーマ:北海道畜産の将来を考える | 

実行委員長:岡本全弘(北海道畜産の将来を考える会!会長:酪農学園大学)

座長:干場信司氏(北海道家畜管理研究会会長:酪農学園大学)

前田善夫氏(北海道草地研究会会長北海道立根釧農業試験場)

話題および話題提供者:

1)北海道の畜産におけるライフサイクルアセスメンド

道立根釧農業試験場 日向貴久氏

2)環境と農家生活から酪農の未来を考える

独)農業・食品産業技術総合研究機構中央農業総合研究センター

参加者:講演会約150名、懇親会(アスペンホテル)約4戸

2007年度

6. 

茂(事務局長)、

17 : 00 

加藤博美氏

7. 

第l回全体委員会

日時:2007年12月4日(火)12: 15 

場所:アスペンホテル 2Fメイプル

報告事項:

1)経過報告:企画委員会委員長(小関忠雄)

2)会計報告:企画委員会事務局長(森田 茂)

13 : 15 

8. 

産業関連者との意見交換会 ; 

北農中央会との合同企画として、 2008年3月14日に道内JA組合長との懇親会を計画したが、組

合長の方々の都合がつかず、実現しなかった。

り
ム
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岡 本全弘・小関忠雄

北海道畜産の将来を考える会 2006年度 (2007年3月末まで)の予算 2007/03/31現在
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支苗(円)
決算 内訳

2，000 シンポ配布資料、看板垂幕

58，960 シンポ案内送付など

40，650 シンポ会場費

6，050封筒代など

31，400事務局会誌全体会議運営費

5，000 シンポ講師原稿料

21，000 シンポ講師、委員旅費

49，115 シンポアルバイト、講演記録作成な・

3，000事務運営謝金

13，040 

言許 400，000 400，000 言許 400，000 230，215 

虫玄差盤 盟主主E

北海道畜産の将来を考える会 2007年度 (2008年3月末まで)の予算 2008/3131 

項目

前年度繰越金

北海道畜産学会

北海道草地研究会

北海道家畜管理研究会

貯金利息

収入(円)

2007予算 決算

169，785 169，785 

100，000 100，000 
50，000 50，000 

50，000 50，000 
o 217 

項目

印刷製本費

通信費

会場費

事務費

会議費

原稿料

旅費

シンポ運営費
謝金
予備費

支苗(円)
2007予算・決算 内訳

100，000 

60，000 
45.000 

10，000 

35，000 

20，000 

40，000 

50，000 

5，000 
4，785 

O成果報告書、看板垂幕

54，160シンポ案内送付など

51，260シンポ会場費

7，345封筒代など

37，500事務局会議、全体会議運営費

10，000シンポ講師原稿料

111，760シンポ講師、委員旅費

49，767シンポアルパイト、講演記録作成など

O事務運営謝金

35，000シンポ懇親会招待者+欠席者分

害許 369，785 370，002 言言干 369，785 356，792 

血玄差盤 盟主盟
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エコフィード、100頭つなぎ牛舎キャリロボ+

マツクスフィーダ:昭和町)

-神野でんぷん(デンプン粕サイレージ、産

業遺産、在来製法:河西郡更別村)

2) 2008年度総会(はにうの宿)

3)懇親揺さ(はにうの宿)

9月3日i(水)

1)現地見学(帯広畜産史学正門経由はにうの宿出発)

午前 ! 

会務報告

①会報第43号の発刊

2007年度現地研究会の概要と講演内容、 2007年

度三学会・研究会合同シンポジウムの講演要旨と

総合討論、海外学会報告、また研究会記事など中

心に会報第43号 (60ページ)を2008年3月31日に発

刊した。

②2008年第 I回評議員会

. (有)コスモス(イヤリングビーフ、「十勝若

牛」プランド生産:上川郡清水町)

昼食(十勝千年の森、ヤギ乳チーズ販売:十

勝清水町羽帯)

午後 | 

・新得TMRセンター(新得町上佐幌)

・友夢牧場(大規模法人化、パーラー排水シ

ステム、消費者交流:新得町上佐幌)

見学終了後、 JR新得駅および帯広駅経由、帯

広畜産太学解散

なお、内容の詳細については、本号掲載「現地

会員)を参照されたい。

2008年6月27日(金) 15: 00"-' 18 : 00に、北海

道大学「ファカルティーハウスエンレイソウ」に

おいて、出席者18名、委任状II通をもって開催し

た。役員の異動、 2007年度事業報告(現地研究会

および3学会・研究会合同シンポジウムの開催、会

報の発刊)、同会計報告、同会計監査報告、 2008

年度事業計画案および同予算案について審議され

了承された。

③2008年度第 1回総会

2008年9月2日(火)18: 00 18: 30に、音更町

サイクリングターミナル「はにうの宿J(十勝川温

泉)において開催した。議長選出(近藤誠司会

研究会報告J(石松

⑤2008年度シンポジウム

2008年1)2月4日(木) 13: 00"-' 16 : 30に、札幌

エルフ。ラザ ホールにおいて、「外国産飼料に頼ら

ない北海道産畜産をめざして」をテーマに、開催

した。話題および話題提供者および座長は以下の

通りである。

話題および話題提供者:

「飼料を取り巻く情勢と価格高騰への対応」

三輪 i達雄氏(全酪連購買部酪農生産指

導室審議役)

「草地酪農における道産飼料100%の乳牛飼養法」

昆野大次氏(根釧農試乳牛飼養科)

「十勝におけるエコフィード活用への取組み」

亜記員)の後、役員の異動、 2007年度事業報告、同会

計報告、同会計監査報告、 2008年度事業計画案お

よび同予算案について了承された。

④2008年度現地研究会

2008年9月2日(火)および3日(水)の両日、「外

国産飼料に頼らない畜産はどこまで可能か?Jを

テーマに、帯広市昭和町、河西郡更別村、上川郡

十勝清水町および新得町で開催した。スケジュー

ルおよび見学先等は以下の通りである。

9月2日(火)

午後 JR帯広駅南集合(帯広畜産大学正門発)

1)現地見学

-十勝ライブストックマネジメント(細断型

(コンビラップ)、作物残澄利用ロールベーラ

44 
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吉川 要 氏(十勝ライブストックマネージメント)

座長:日高智氏(帯広畜産大学)、

近藤誠司氏(北海道大学大学院)

会 計報告

1. 2007年度会計報告

2007年度収支決算

収入(円)

項目 2007予算 2007決算 予算比

前年度繰越金 695，101 695，101 100 

個人会費 432，000 316，000 73 

賛助会費 300ヲ000 249，790 83 

雑収入 2，000 2，795 140 

合計 1，429，101 1，263，686 88 

収支差額 259，940 

特記事項

約120名の参加があり、講演後の総合討論では

熱心な討議が行われた。なお、講演要旨および総

合討論の内容については、本号掲載記事を参照さ

れたい。

会計期間 2007年 4月1日---2008年 3月31日

支出(円)

2007予算 2007決算 予算比

会報費(第 42.43号) 830，000 774，085 93 

現地研究会・シンホγウム費 250，000 138，030 55 

会議費 50，000 25，549 51 

旅費 60，000 34，820 58 

通信費 80，000 23，231 29 

事務費 50，000 8，031 16 

謝金 20，000 。 。
予備費 89，101 。 。

合計 1，429，101 1，003，746 70 

会報費には、前年度(2006年)分の会報の発行費用も含まれているため、例年より金額が高くなっています。

決算書以外の資産(事業準備金) 郵便口座定期預金 600司000円

収支差額の処理 2008年度予算に繰り越し
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2007年度現地研究会および3学会共催シンポジウム収支泌算

2006年

決算

前年決

算比

人

数@ 

。497，500 9，950 50 

7，350 

1，700 

69，300 33 

126，000 16 20，000 

宿泊費・懇

親会費|

日帰り懇親会 7，350 

日帰り飲み物 1，700 

懇親会吟)丸100

会議室付

支出

￥ 

2006年

決算

前年決

算比

人

数

収入

￥ 

項目
決算決算@ 

73，500 124 91，000 3，500 26 見学会費(会員)

45，000 89 40，000 8 5，000 見学会費(非会員)

48，000 88 42，000 2，000 21 見学会費(学生)

240，000 5，000 48 懇親会費

バス代250，000 5，000 50 宿泊費

懇親会費(二次会

費現地徴収)

協賛金(北海道農

漁業電化協議会)

42，000 25 10，500 10，000 10 1，000 

幹事調査費

消耗品費

(オ-/い

シューズj

謝金 | 

通信費(案

内送付)I 

贈答品(4軒分)

予備費(現地

コピー代)i 

日 帰り飲み 物 一 ) + 翻 会 吟 … )吋20.000円)+錨室ド(…)の合計額 1…は

グリーンピア大沼の請求書では会議室料(31，500円)+視察送迎燃料代(70，000円)件項目で記載されています。

手土産 5，250 

宿泊代 10，000 

60，900 

25，080 

8，000 

21，615 

17，100 

187 

89 

179 

。
100 

114，000 

15，250 

44，940 

。

8，000 

21，690 

2，000 57 昼食代50，000 100 50，000 

840 95 800 

301，535 811，030 合計216，500 723，000 合計

(85，035) (88，030) 差額

(一般会計から支出)

幹事調査費の内訳

円
H
F

r
↑↑
 

印

従三

全弘

松田

岡本

2.会計監査報告

2007年度会計監査の結果、予算の執行に間違いのないことを認める。

2008年5用14日一27日
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3.2008年度予算案

収入(円)

前年予

項目 2007予算 2008予算 算比

前年度繰越金 695，101 259，940 37 会報費(第44号)

個人会費 432，000 408，000 94 現地研究会・シンホγウム費

賛助会費 300，000 250，000 83 会議費

雑収入 2，000 2，000 100 旅費

通信費

事務費

謝金

予備費(国際シンポジウム

への協賛金2万円含む)

合計 1，429，101 919，940 64 合計

個人会員 210名(2008.4.01現在)5年以上の会費未納者6名除き 204名

賛助会員 23社 25口

2008年予算編成の変更点

会報費は2年間分を計上していた2007年度比でおよそ半分に減額

事務局が北大・酪農大から帯広畜産大学に移管するため、旅費を増額

現地研究会・シンホγゥム費、会議費および通信費は実態にあわせて減額

事業準備金 郵便口座定期預金 600，000円

支出(円)

2008予 前年予

2007予算 算 算比

830，000 400，000 48 

250，000 150，000 60 

50，000 40，000 80 

60，000 140，000 233 

80，000 50，000 63 

50，000 50，000 100 

20，000 20，000 100 

89，101 69，940 78 

1，429，101 919，940 
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北海道家畜管理研究会役員名簿

会長 帯広畜産大学 柏村文郎

副会長 北海道大学 近藤誠司

道立根釧農業試験場 扇 勉

評議員 北海道農業研究センター 富樫研治

北海道農業研究センター 村井 勝

道立畜産試験場 小関忠雄

北海道開発局 千葉 豊

北海道農農業開発公社 榊 佳ー

北海道農業機械工業会 原 令幸

北海道酪農畜産協会 門脇 充

ジェネティックス北海道 荒木敏彦

北海道農漁業電化協議会 沢田英一

ホクレン 泉 博典

ホクレン 後藤正則

北原電牧株式会社 北原慎一郎

北海道大学 川村周三

北海道大学 小林泰男

北海道大学 中辻浩喜

帯広畜産大学 日高 智

帯広畜産大学 古村圭子

帯広畜産大学 梅津一孝

専修大学北海道短期大学 寺本千名夫

酪農学園大学 干場信司

酪農学園大学 高橋圭二

酪農学園大学 森田 茂

監事 酪農学園大学 岡本全弘

松田従三

幹 事 酪農学園大学 古村圭子(庶務)

酪農学園大学 瀬尾哲也(会計)

酪農学園大学 花田正明(編集)
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言ト報

北海道家畜管理研究会名誉会員の広瀬可恒氏(北海道大学名誉教授)は、

去る2008年9月23日にご逝去されました。蕊にお知らせし、謹んでご冥福をお

祈り致します。

記千炎集編

北海道家畜管理研究会報第44巻の発行に当たり、多くの方々のご協力をいただきましたことに感謝致

します。特に、ご多忙の中ご寄稿いただいた執筆者の方々に心からお礼申し上げます。

北海道畜産を取り巻く情勢が日々刻々変化する中、有益な情報を会員に提供できるよう本会報のさら

なる充実を図っていきますので、皆様のご意見やご要望を編集幹事までお寄せ下さいますよう御願い致

編集担当幹事

します。
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賛助会員名簿

株式会社アース技研 080-0106河東郡音更町束通20丁目2-9

株式会社IDEC 059-1433勇払郡早来町遠浅

石野コンクリート工業株式会社 089-0571中川郡幕別町字依田545-3

株式会社ヰセキ北海道帯広営業所 080-2462帯広市西22条北1丁目13

オリオン機械株式会社 382-8502須坂市大字幸高246

ファームエイジ株式会社 061-0212石狩郡当別町金沢166

株式会社環境計画コンサルタント 064-0925札幌市中央区南25条西8丁目2番16-303

北原電牧株式会社 065-0019札幌市東区北19条東4丁目365

株式会社札幌オーノてーシーズ・コンサルタント 060-0004札幌市中央区北4条西11丁目SOCビル

サツラク農業協同組合 065-0043札幌市東区苗穂町3丁目3-7

ジェネティクス北海道 060-0004札幌市中央区北4条西1丁目I北農ビル13F

全酪連札幌支所 060-0003札幌市中央区北3条西7丁目酪農センター

株式会社土谷製作所 065-0042札幌市東区本町2条10丁目2-35

株式会社土谷特殊農機具製作所 080-2461帯広市西21条北1丁目3-2

ホクトヤンマー株式会社 067-0051江別市工栄町10番6号

ホクレン農業協同組合連合会施設資材部施設課 060-0004札幌市中央区北4条西1丁目

ホクレン農業協同組合連合会生産振興部生産振興課 060-0004札幌市中央区北4条西l丁目

JA北海道中央会 060-0004札幌市中央区北4条西1丁目共済ビル

紛農業電化協会北海道支部 060-0041札幌市中央区大通東1丁目2番地

北海道農業開発公社

北海道富士平工業株式会社

明治乳業株式会社

雪印種百株式会社

060-0005札幌市中央区北5条西6丁目道通ビル

080-0010帯広市大通南3丁目15番地l

003-0001札幌市白石区東札幌l条3丁目5-41

004-8531札幌市厚別区上野幌l条5丁目1-8




